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設
備
改
善
を
強
化

全
国
自
治
体 

８
割
超
が
大
手
電
力
と
随
意
契
約 

電
気
の
売
り
先
、入
札
は
１
割
弱

　

２
０
１
３
年
７
月
、
カ
ナ

ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
催

さ
れ
た
米
国
電
気
電
子
学
会

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
門
総
会
で
、
学
会
雑
誌
特

集
号「
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」

が
配
布
さ
れ
た
。
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
は
災
害
に
強
く
環

証
研
究
（
２
０
０
３
〜
２
０

０
７
年
度
）」
に
採
択
し
た

愛
知
万
博
・
常
滑
市
中
部
臨

空
都
市
、
京
丹
後
市
、
八
戸

市
で
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
た
。
だ
が
当
時

は
、
小
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
た
め
構

成
機
器
コ
ス
ト
が
割
高
で
、

電
力
会
社
と
の
連
系
要
件
が

厳
し
い
な
ど
の
理
由
で
事
業

化
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
現
在
、
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
供
給
信
頼
性
を

誇
っ
た
わ
が
国
の
電
力
イ
ン

フ
ラ
も
、
東
日
本
大
震
災
に

起
因
す
る
深
刻
な
電
力
不
足

の
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
を
主
目
的
に
開
発
さ
れ

て
き
た
今
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
技
術
は
、
災
害
に

強
い
電
力
イ
ン
フ
ラ
と
い
う

新
た
な
機
能
の
実
現
に
向
け

て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

新
世
代
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
は
以
下
の
よ
う
に
多
様

な
特
徴
が
あ
る
。
①
需
要
地

内
に
分
散
型
電
源
を
置
く
こ

と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
が
実
現
さ
れ
、
遠
距
離

送
電
の
損
失
が
な
く
な
る
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
制
御
困
難
な
電
源
と
制
御

可
能
な
電
源
と
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮

し
つ
つ
既
存
の
電
力
系
統
に

影
響
を
与
え
な
い
シ
ス
テ
ム

の
構
成
が
可
能
と
な
る
。
③

発
電
と
排
熱
有
効
利
用
を
組

み
合
わ
せ
た
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
省
エ
ネ
が
達
成
で

き
る
。
④
高
度
な
制
御
技
術

に
よ
る
負
荷
追
従
運
転
で
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
自
立
型

電
力
供
給
に
よ
り
、
万
一
の

商
用
電
力
停
止
時
に
も
電
力

供
給
を
継
続
で
き
る
。

　

一
時
期
待
さ
れ
て
い
た
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
既
存
の

電
力
イ
ン
フ
ラ
に
新
規
の
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
や
双
方
向

情
報
通
信
設
備
を
備
え
、
電

力
設
備
の
効
率
的
運
用
と
電

力
需
要
の
調
整
を
目
指
し
た

が
、
現
在
で
は
思
う
よ
う
な

進
展
を
み
せ
て
い
な
い
。
従

来
技
術
の
結
集
で
あ
る
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
は
、
強
靭
な

電
力
イ
ン
フ
ラ
構
築
へ
の
早

道
の
よ
う
に
思
え
る
。

▼
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

　

電
力
の
供
給
側
と
利
用

者
側
と
を
情
報
通
信
技
術

に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
双
方
を
制
御
し
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
最

適
化
す
る
送
配
電
の
シ
ス

テ
ム
。「
次
世
代
送
電
網
」

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
網
」な
ど
と
い
わ
れ
る
。

　

需
要
管
理
や
蓄
電
池
制

御
な
ど
を
組
み
込
み
、
天
候

に
左
右
さ
れ
る
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
不
安
定
な
出
力
源

を
補
う
役
目
も
果
た
す
。
２

０
０
９
年
に
ア
メ
リ
カ
の
オ

バ
マ
大
統
領
が
グ
リ
ー
ン
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
と
し
て

提
唱
し
、
注
目
さ
れ
た
。

▼
希
少
野
生
動
植
物
種

　
「
種
の
保
存
法
」
で
売
買

や
捕
獲
の
原
則
禁
止
な
ど
規

制
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
生

物
種
の
こ
と
。
国
内
希
少
野

生
動
植
物
種
と
国
際
希
少
野

生
動
植
物
種
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
、
規
制
の
内
容
な
ど

が
異
な
る
。

　

国
内
希
少
野
生
動
植
物

種
は
日
本
に
生
息
す
る
野

生
生
物
で
、
環
境
省
が
作

成
す
る
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
ま
た
は
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
に
掲
載
さ
れ
る
も
の
の

う
ち
人
間
の
影
響
で
絶
滅

の
可
能
性
が
高
い
も
の
。

　

国
際
希
少
野
生
動
植
物

種
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約

附
属
書
Ⅰ
に
掲
載
さ
れ
た

種
ま
た
は
渡
り
鳥
等
保
護

条
約
で
通
報
さ
れ
た
種
。

の
随
意
契
約
は
８
割
を
超
え

て
い
た
。

　

自
治
体
側
が
「
売
電
契
約

は
一
般
競
争
入
札
が
原
則
で

あ
る
」
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
調
査
で
は
、

「
総
務
省
の
通
知
前
か
ら
知

っ
て
い
た
」
が
43
・
３
％
で
、

「
通
知
に
よ
り
知
っ
た
」「
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
」
が
そ

れ
ぞ
れ
26
・
０
％
だ
っ
た
。

表
し
た
。
売
電
実
績
が
あ
る

１
４
５
（
の
べ
１
５
０
）
自

治
体
か
ら
の
回
答
を
ま
と
め

た
も
の
。

　

自
治
体
が
行
う
売
電
契
約

は
、
一
般
競
争
入
札
が
原
則

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
入
札

に
よ
ら
な
い
随
意
契
約
が
約

９
割
を
占
め
、
大
手
電
力
会

社
（
一
般
電
気
事
業
者
）
と

　

２
０
１
３
年
６
月
、
経
済

産
業
省
は
、
発
電
所
を
所
有

し
売
電
事
業
を
行
っ
て
い
る

全
国
の
自
治
体
に
対
し
て
、

売
電
契
約
の
決
め
方
な
ど
の

実
態
調
査
を
し
、
結
果
を
公

　

一
般
競
争
入
札
を
実
施
し

て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

約
３
割
の
自
治
体
が
「
安
定

的
な
売
電
先
や
価
格
の
確

保
」
と
し
て
お
り
、「
契
約

先
と
の
間
で
複
数
年
契
約
を

し
て
い
る
た
め
」
や
「
地
方

自
治
法
又
は
地
方
公
営
企
業

法
に
規
定
さ
れ
る
要
件
に
該

当
（
随
意
契
約
が
で
き
る
条

件
に
当
て
は
ま
る
）」
と
い

う
回
答
も
多
か
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
経
産

省
は
、
今
後
、
自
治
体
の
売

電
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争

入
札
の
実
施
を
後
押
し
し
て

い
く
考
え
。
具
体
的
に
は
、

自
治
体
に
対
す
る
入
札
手
続

き
の
説
明
、
す
で
に
入
札
を

実
施
し
た
自
治
体
の
具
体
例

紹
介
、
入
札
実
施
を
阻
害
し

て
い
る
要
因
の
把
握
と
解
決

策
の
検
討
、
現
行
制
度
の
見

直
し
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

笑
顔
と
上
機
嫌
が
幸
せ
を
呼
び
込
む

A
ll for JA

P
A
N

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
受
賞
者
発
表

２
０
１
４
年 

エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
。

　

取
り
扱
う
商
材
は
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
各
種
照

明
、
各
種
塗
装
、
空
調
全
般
、

各
種
電
気
工
事
な
ど
。

　

例
え
ば
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の

交
換
で
は
、
直
管
型
、
水
銀

灯
型
、
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
型
、

誘
導
灯
、
ハ
イ
パ
ワ
ー
照
明

な
ど
多
種
の
品
目
を
そ
ろ

え
、
適
切
な
省
エ
ネ
効
果
を

提
案
し
な
が
ら
細
か
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
。
そ
の
ほ
か

５
〜
20
％
の
効
率
ア
ッ
プ
が

見
込
ま
れ
る
エ
ア
コ
ン
の
洗

浄
、
機
械
設
備
に
対
す
る
排

熱
・
遮
熱
・
断
熱
・
防
水
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
設
備
改
善

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

日
本
テ
ク
ノ

グ
ル
ー
プ

Techno V
iew

境
性
能
に
優
れ
た
電
力
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
期
待
さ
れ
、
参

加
者
の
注
目
を
集
め
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
は
、

安
定
的
な
電
力
の
供
給
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
目
指
し
、
分

散
型
電
源
お
よ
び
蓄
電
設
備

か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
成
す
る
。
需
要
変
化
に
合

わ
せ
て
最
適
運
用
す
る
こ
と

で
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
調
整
で

き
る
。
既
存
の
電
力
系
統
と

協
調
を
図
り
な
が
ら
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
容
量

導
入
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

わ
が
国
で
は
、
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
構
築
へ
の
取
り
組

み
は
早
く
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
地
域
集
中
実

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

着
実
に
拡
大

　

夏
が
過
ぎ
、

日
も
短
く
な
っ

た
。
東
京
で
い

え
ば
７
月
初
旬

の
日
没
は
19
時

ご
ろ
だ
っ
た
が
、
10
月
を
迎

え
た
今
は
17
時
半
く
ら
い
。

秋
の
夜
は
長
い
。
も
っ
と
も

江
戸
時
代
の
日
没
は
、
夏
も

秋
も
一
年
中
同
じ
時
刻
だ
っ

た
。「
暮
れ
六
つ
」
で
あ
る
。

▼
古
典
落
語
や
時
代
小
説
の

フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
お
わ
か
り

だ
ろ
う
。
江
戸
庶
民
は
不
定

時
法
と
呼
ば
れ
る
時
間
の
決

め
方
に
従
い
生
活
を
営
ん
で

い
た
。そ
れ
は
昼
と
夜
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
６
等
分
し
て
「
一

刻
」
と
す
る
方
法
。
昼
は
、

日
の
出
前
の
薄
明
か
り
が
差

す
と
き
か
ら
、
日
没
後
の
薄

明
か
り
が
消
え
る
ま
で
。
夜

は
、
そ
れ
以
降
、
翌
日
の
日

の
出
の
薄
明
か
り
ま
で
。

▼
24
時
間
の
う
ち
昼
と
夜
が

同
じ
長
さ
な
ら
一
刻
は
12
時

間
を
６
等
分
し
た
２
時
間
に

な
る
。
だ
が
同
じ
に
な
る
の

は
春
分
と
秋
分
だ
け
だ
。
昼

夜
の
長
さ
は
季
節
に
よ
っ
て

変
わ
る
。
東
京
な
ら
、
昼
が

一
番
長
い
夏
至
は
14
時
間
35

分
で
、
冬
至
の
昼
は
９
時
間

45
分
。
約
５
時
間
の
開
き
が

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
日
の
出

の
「
明
け
六
つ
」
か
ら
日
没

の
「
暮
れ
六
つ
」
ま
で
の
６

等
分
は
変
わ
ら
な
い
。
太
陽

の
出
て
い
る
時
間
が
伸
び
縮

み
す
る
の
に
合
わ
せ
て
一
刻

の
長
さ
も
伸
縮
し
て
い
く
。

▼
１
分
１
秒
を
競
う
現
代
社

会
で
は
到
底
採
用
で
き
な
い

が
、
大
き
な
自
然
の
流
れ
に

は
即
し
て
い
る
気
が
す
る
。

秋
の
夜
長
に
月
を
眺
め
な
が

ら
、
今
日
の
一
刻
は
何
分
か

と
計
算
す
る
の
は
無
粋
か
。
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み
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
３

年
度
の
買
い
取
り
価
格
は
、

10
㌔
㍗
以
上
の
太
陽
光
で
、

そ
れ
ま
で
の
１
㌔
㍗
時
当
た

り
42
円
か
ら
37
・
８
円
に
引

▼
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

　

電
力
会
社
に
対
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ

れ
た
電
気
を
一
定
価
格
で
買

い
取
る
よ
う
義
務
づ
け
た
制

度
。
２
０
１
２
年
７
月
か
ら

始
ま
っ
た
。
買
い
取
り
価
格

は
第
三
者
委
員
会
の
意
見
を

も
と
に
経
済
産
業
大
臣
が
決

定
し
、毎
年
度
見
直
さ
れ
る
。

買
い
取
り
の
費
用
は
、
利
用

者
の
支
払
う
電
気
料
金
に
賦

課
金
と
し
て
加
算
さ
れ
る
。

　

対
象
は
、
太
陽
光
、
風
力
、

水
力
（
３
万
㌔
㍗
未
満
）、

地
熱
、バ
イ
オ
マ
ス
の
５
種
。

こ
れ
ら
は
火
力
発
電
な
ど
既

存
の
電
源
に
比
べ
発
電
コ
ス

き
下
げ
ら
れ
た
。

　

同
時
期
に
運
転
を
開
始
し

た
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
設
備
容
量
は
、
風

力
が
６
万
３
０
０
０
㌔
㍗
、

中
小
水
力
が
３
０
０
０
㌔

㍗
、
バ
イ
オ
マ
ス
が
３
万
６

０
０
０
㌔
㍗
、
地
熱
が
１
０

０
０
㌔
㍗
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
２
０
１
３
年
２
月

太
陽
光
が
１
１
０
１
万
２
０

０
０
㌔
㍗
、
風
力
が
62
万
２

０
０
０
㌔
㍗
、
中
小
水
力
が

２
万
８
０
０
０
㌔
㍗
、
バ
イ

オ
マ
ス
が
14
万
７
０
０
０
㌔

㍗
、
地
熱
が
４
０
０
０
㌔
㍗

で
、
合
計
１
３
０
５
万
９
０

０
０
㌔
㍗
に
な
る
。
こ
れ
は

２
０
１
１
年
度
末
に
お
け
る

そ
れ
ま
で
の
累
積
導
入
量
約

２
０
０
０
万
㌔
㍗
の
６
割
以

上
に
相
当
す
る
。　

末
時
点
で
、
設
備
認
定
は
受

け
な
が
ら
運
転
は
開
始
し
て

い
な
い
も
の
も
含
め
る
と
、

住
宅
用
太
陽
光
が
１
２
４
万

６
０
０
０
㌔
㍗
、
非
住
宅
用

　

２
０
１
３
年
７
月
、
福
島
県
い
わ
き

市
で
、
巨
大
な
風
車
を
海
に
浮
か
べ
て

発
電
す
る
実
証
研
究
の
開
始
式
が
行
わ

れ
た
。
丸
紅
や
東
京
大
学
ほ
か
９
社
で

構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
経
済

産
業
省
か
ら
受
託
し
た
「
浮
体
式
洋
上

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
実
証
研
究
事
業
」

の
本
格
始
動
が
告
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
と
き
、
い
わ
き
市
の
小
名
浜
港

に
接
岸
さ
れ
て
い
た
の
は
、
実
証
研
究

用
風
車
「
ふ
く
し
ま
未
来
」（
出
力
２

０
０
０
㌔
㍗
）。
風
車
は
そ
の
後
、
沖

合
に
運
ば
れ
、
各
種
設
置
工
事
が
進
め

ら
れ
た
。
10
月
半
ば
に
は
発
電
を
開
始

し
、
東
北
電
力
を
通
じ
て
一
般
家
庭
約

の
電
気
を
賄
う
予
定
。

る
こ
と
へ
の
期
待
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

陸
で
は
な
く
海
に
風
車
を
設
置
す
る

洋
上
発
電
で
は
、
海
底
に
土
台
を
固
定

す
る
「
着
床
式
洋
上
風
力
発
電
」
が
主

流
で
、
今
回
の
よ
う
に
風
車
を
浮
か
べ

て
鎖
な
ど
で
つ
な
ぐ
「
浮
体
式
」
は
、

世
界
で
も
あ
ま
り
例
が
な
い
。
２
０
１

５
年
度
ま
で
に
は
今
回
の
３
・
５
倍
に

当
た
る
出
力
７
０
０
０
㌔
㍗
の
風
車
を

２
基
建
設
す
る
予
定
だ
が
、
そ
れ
ら
が

検
証
を
終
え
、
本
格
稼
働
を
始
め
れ

ば
、
世
界
初
の
商
業
用
浮
体
式
洋
上
風

　

開
始
式
に
参
加
し
た
福
島
県
の
佐
藤

雄
平
知
事
は
あ
い
さ
つ
で
、
風
力
発
電

設
備
の
部
品
点
数
が
約
２
万
点
に
な
る

こ
と
に
触
れ
な
が
ら
地
域
活
性
化
や
雇

用
創
出
に
つ
な
げ
た
い
と
述
べ
、
大
き

な
風
車
が
福
島
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

10
月
半
ば
か
ら
発
電
予
定

力
発
電
シ
ス

テ
ム
が
動
き

出
す
こ
と
に

な
る
。

ど
太
陽
光
が
占
め
て
い
た
。

２
０
１
２
年
度
（
２
０
１
２

年
４
月
〜
２
０
１
３
年
２
月

末
）
に
運
転
を
開
始
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
備

容
量
は
、
合
計
で
１
６
６
万

２
０
０
０
㌔
㍗
。
そ
の
う
ち

１
１
３
万
７
０
０
０
㌔
㍗
が

住
宅
用
の
太
陽
光
で
、
42
万

２
０
０
０
㌔
㍗
が
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
な
ど
非
住
宅
用
の
太
陽

光
、
合
わ
せ
れ
ば
９
割
以
上

が
太
陽
光
の
導
入
に
な
っ

た
。
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
で
、
太
陽
光
の
買
い
取
り

価
格
が
高
め
に
設
定
さ
れ
た

た
め
に
導
入
が
集
中
し
た
と

続
け
て
い
る
。

　

前
年
度
の
１
・
４
％
か
ら

は
、
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
上

昇
。
そ
の
増
加
分
は
ほ
と
ん

り
合
計
が
異
な
る
）だ
っ
た
。

２
０
０
３
年
度
の
０
・
６
％

か
ら
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
毎
年
度
着
実
に
増
加
を

訳
は
太
陽
光
＝
０
・
４
％
、

地
熱
＝
０
・
３
％
、
風
力
＝

０
・
５
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
＝

０
・
５
％
。
端
数
処
理
に
よ

　

２
０
１
２
年
度
の
日
本
の

総
発
電
量
に
占
め
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
（
水

力
を
除
く
）
は
１
・
６
％
（
内 2012

年
度
、総
発
電
量
の
１・６
％
に

　

２
０
１
３
年
６
月
、
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

な
ど
を
検
討
す
る
審
議
会
で
、
２
０
１
２

年
度
ま
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
状
況
を
ま
と
め
た
資
料
を
提
出
し
た
。

　

資
料
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
９
年
11
月
に

開
始
し
た
余
剰
電
力
買
い
取
り
制
度
（
太

陽
光
）、
２
０
１
２
年
７
月
開
始
の
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
に
よ
っ
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
太
陽
光
発
電

を
中
心
に
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

福島で実証研究の開始式

　

環
境
省
の
２
０
１
０
年
度
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
洋
上
風
力
の
導
入

可
能
量
は
16
億
㌔
㍗
と
推
計
さ
れ
、
大

手
10
電
力
会
社
の
総
電
力
設
備
容
量
約

２
億
㌔
㍗
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

環境政策最前線
識者COLUMN
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ト
が
高
く
、
普
及
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
コ
ス
ト

を
多
く
の
利
用
者
が
分
担
す

る
こ
と
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
に
つ
な
げ

る
の
が
目
的
。

日
本
テ
ク
ノ
エン
ジ

災
害
に
強
く
優
れ
た
環
境
性
能

新
世
代
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

2013年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
と
お

り
で
す
。
グ
レ
ー

の
二
重
囲
み
マ
ス

に
あ
る
４
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ワ

カ
ル
カ
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「ワカルカ」
（理解る化）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

ス ミ ダ ガ ワ
ル 　 カ タ 　
メ ツ ノ 　 ウ
　 ミ 　 ヤ ナ
ノ カ ー 　 ギ

ー
設
備
導
入
部
門
、
電
気
設

備
改
修
工
事
部
門
の
３
つ
の

事
業
を
移
管
し
、
よ
り
専
門

性
の
高
い
分
野
に
特
化
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
加
え
、
体
制
を

　

３
年
後
の
年
商
は
50
億
円

を
目
指
す
。
新
会
社
に
は
、

そ
れ
ま
で
日
本
テ
ク
ノ
社
内

に
あ
っ
た
省
エ
ネ
商
材
販
売

部
門
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

つ
く
っ
て
い
く
。

　
「
こ
れ
で
、
お
客
様
の
電

気
設
備
に
関
し
て
最
新
・
最

適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
、

提
案
か
ら
施
工
ま
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
と
し

て
、
お
客
様
に
と
っ
て
価
値

の
あ
る
電
力
改
善
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
」（
同
社
）

　

日
本
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ
で

推
進
す
る
「
省
エ
ネ
の
三
方

策
」
と
は
「
運
用
改
善
」「
調

達
改
善
」「
設
備
改
善
」
の

こ
と
。
こ
の
う
ち
新
会
社
で

は
「
設
備
改
善
」
を
担
い
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
総
合
的
な

　

２
０
１
３
年
７
月
、本
紙
を
発
行
す
る
日
本
テ
ク
ノ
は
、

省
エ
ネ
の
設
備
改
善
事
業
を
中
心
と
す
る
新
会
社
「
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
」
を
設
立
し
た
。
今
後
は
日
本
テ
ク
ノ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
「
省
エ
ネ
の
三
方
策
」
を
推
進
し
て
い
く
。

【
関
連
記
事
（Techno's Thinking

）
２
面
に
掲
載
】

新
会
社
設
立

新会社の概要
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新宿センタービル50階
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03-5909-1132 / 03-5909-5967
設　　　立

2013年 7月10日
代　表　者

代表取締役社長 馬本英一
資　本　金

5,000万円
事 業 内 容

省エネ機器販売及び設置工事、一般電気工事、
住宅省エネ化事業、輸入販売、中古品販売、
太陽光発電所の保守メンテナンス業務

早稲田大学理工学術院 教授　横山隆一

自治体の売電契約の状況
一
般
競
争
入
札（
７
）

その他（3）
指名競争入札（6）

大手電力会社
以外との随意
契約（7） 大手電力会社との

随意契約（131）
出所：経済産業省発表資料

海に浮かぶ発電所

再生可能エネルギーの総発電量に占める割合
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０
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０
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０

２
０
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０
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出所：資源エネルギー庁の公表資料
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使
え
る
の
が
第
一
と
考
え
る
。

　

そ
の
前
提
の
も
と
取
り
組
む

の
が
省
エ
ネ
の
三
方
策
、「
運

用
改
善
」「
調
達
改
善
」「
設
備

改
善
」
で
あ
る
。
小
社
で
は
、

電
気
の
「
見
え
る
化
」「
理わ

解か

る
化
」
そ
し
て
、
空
調
の
自
動

制
御
を
加
え
た
「
感
じ
る
化
」

と
し
て
、
常
に
人
の
意
識
へ
訴

え
か
け
る
「
運
用
改
善
」
事
業

を
拡
大
し
て
き
た
。「
調
達
改

善
」
で
は
、
震
災
後
に
10
万
㌔

㍗
級
の
天
然
ガ
ス
発
電
所
を
建

設
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
太
陽

光
発
電
所
）
も
運
転
を
開
始
し

て
い
る
。
そ
し
て
２
０
１
３
年

７
月
、
残
る
「
設
備
改
善
」
を

専
門
に
行
う
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン

ジ 

株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
で
は
、

「
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
」「
受
変

電
設
備
の
改
修
」「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
」
と

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
最
適
で
最
新
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
、
相
談
か
ら
施
工
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
。

　

こ
の
新
会
社
が
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
、
空
調
と
照
明
の
分

野
で
具
体
的
に
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
空
調
で
は
、
旧
式
設
備
の

場
合
、
高
効
率
の
エ
ア
コ
ン
へ

の
入
れ
替
え
が
最
も
効
果
的
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
安
直

に
そ
の
結
論
は
出
さ
な
い
。
現

状
の
確
認
、
費
用
対
効
果
、
投

資
回
収
期
間
な
ど
も
含
め
た
ト

ー
タ
ル
な
視
野
で
最
適
解
を
求

め
る
。
例
え
ば
、
洗
浄
サ
ー
ビ

ス
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
。

既
存
の
室
内
機
と
室
外
機
を
高

圧
洗
浄
し
、
カ
ビ
や
ホ
コ
リ
を

取
り
除
く
作
業
は
、
実
施
す
れ

ば
５
〜
20
％
の
効
率
ア
ッ
プ
に

な
る
。
ほ
か
に
、
水
噴
霧
冷
却

シ
ス
テ
ム
や
外
付
け
凝
縮
器
の

設
置
な
ど
の
提
案
も
す
る
。

　

同
様
に

照
明
で
も

手
っ
取
り

早
い
の
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

だ
。
だ
が

必
要
照
度

や
室
内
イ

メ
ー
ジ
な
ど
の
配
慮
に
よ
り
、

そ
れ
が
適
さ
な
い
場
合
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
広
範
な
取
扱
品

目
を
用
意
し
、
多
数
の
照
明
器

具
か
ら
、
各
ユ
ー
ザ
ー
に
最
適

な
も
の
を
提
案
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
省
エ
ネ

商
材
の
導
入
で
も
、
そ
の
会
社

の
事
業
方
針
や
設
備
状
況
な
ど

の
理
解
が
不
可
欠
だ
と
わ
か

る
。
各
ユ
ー
ザ
ー
の
状
況
を
逐

一
把
握
す
る
こ
と
は
、
一
般
的

　

２
０
１
２
年
の
世
界
の
太
陽

光
発
電
の
導
入
量
は
前
年
比
35

％
増
、
５
年
前
の
２
０
０
７
年

に
比
べ
約
16
倍
も
の
急
激
な
拡

大
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
、
今
回
と
次

回
の
２
回
に
わ
た
り
、
そ
の
歴

史
的
背
景
や
開
発
の
経
緯
な
ど

を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
１
７

４
年
前
。
１
８
３
９
年
、
物
質

に
光
を
当
て
る
と
電
気
が
発
生

す
る
現
象
が
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
約
１
世
紀
を
隔
て
た
１

９
５
４
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ル

電
話
研
究
所
で
別
研
究
の
副
産

物
と
し
て
太
陽
の
光
を
利
用
し

た
太
陽
電
池
が
発
明
さ
れ
る
。

　

１
９
７
３
年
、
第
一
次
石
油

危
機
が
高
度
経
済
成
長
中
の
日

本
経
済
を
直
撃
。
こ
こ
か
ら
日

本
の
太
陽
光
発
電
へ
の
取
り
組

み
は
動
き
始
め
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
利
用
す
る
計
画
が
政

策
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

70
年
代
後
半
は
集
積
型
ア
モ

ル
フ
ァ
ス
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池

の
実
用
化
や
、
世
界
初
の
太
陽

電
池
を
搭
載
し
た
電
卓
の
発
売

な
ど
各
メ
ー
カ
ー
で
の
技
術
開

発
が
一
気
に
進
む
。
電
卓
は
今

で
も
最
も
身
近
な
太
陽
光
発
電

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

１
９
８
０
年
、
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
・
利
用
促
進
を

目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
現
在

の
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
が

創
設
。
さ
ら
に
こ
の
年
、
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
普
及
促
進
融
資

制
度
が
始
ま
る
。
こ
の
制
度
は

設
備
改
善
の
新
会
社
を
設
立
│
│

背
景
に
運
用
改
善
で
の
多
数
の
実
績
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太陽光発電「自然と暮らしがつながる時代」（１）

１
９
９
６
年
ま
で
16
年
間
継
続

さ
れ
、
融
資
件
数
は
累
計
27
万

４
０
０
０
件
に
の
ぼ
っ
た
。

　

１
９
９
３
年
、
系
統
連
系
技

術
要
件
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定

さ
れ
、
昼
間
の
余
剰
電
力
を
電

力
会
社
が
買
い
取
り
、
足
り
な

い
場
合
は
電
力
会
社
か
ら
供
給

を
受
け
る
と
い
う
双
方
向
の
シ

ス
テ
ム
が
確
立
す
る
。 

こ
れ

に
よ
り
設
置
コ
ス
ト
を
よ
り
早

く
回
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
太
陽
光
発
電
設
備
の
普

及
に
弾
み
が
か
か
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
１
９
９
７
年
、
資
源

の
枯
渇
や
温
暖
化
問
題
を
世
界

的
規
模
で
解
決
す
べ
く
第
３
回

気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会

議
が
京
都
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

こ
で
は
拘
束
力
の
あ
る
削
減
目

標
を
明
確
に
し
た
京
都
議
定
書

が
採
択
さ
れ
た
。
太
陽
光
に
代

表
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
期
待
は
増
し
て
い
く
。

　

ベ
ル
電
話
研
究
所
で
の
太
陽

電
池
の
発
明
か
ら
約
60
年
。
よ

う
や
く
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
暮
ら

し
の
身
近
な
と
こ
ろ
へ
浸
透

し
、
動
き
出
し
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
７
月
、
国
連
の

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、

２
０
０
１
〜
２
０
１
０
年
の
10

年
間
の
世
界
の
気
象
状
況
を
分

析
し
た
報
告
書
「
世
界
の
気
候

２
０
０
１
│
２
０
１
０ 

極
端

な
気
象
現
象
の
10
年
」
を
発
表

し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
10

年
間
の
世
界
平
均
気
温
（
陸

上
気
温
・
海
面
水
温
の
平
均
）

は
、
１
８
５
０
年
の
観
測
開
始

以
来
、
最
も
高
い
14
・
47
℃
だ

っ
た
。
10
年
間
の
う
ち
２
０
０

８
年
を
除
く
各
年
の
平
均
気
温

も
、
す
べ
て
観
測
史
上
の
年
平

均
気
温
上
位
10
位
内
に
入
っ
て

い
た
。
世
界
平
均
気
温
の
上
昇

　

報
告
書
で
は
温
室
効
果
ガ
ス

で
あ
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

の
大
気
中
の
濃
度
が
、
産
業
革

命
以
前
の
１
７
５
０
年
か
ら
約

39
％
上
昇
し
て
い
る
こ
と
も
示

し
、
温
暖
化
は
人
為
起
源
の
可

能
性
が
高
く
、
今
後
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

気
温
の
上
昇
は
、
暴
風
雨
な

　

企
業
は
、
効
率
的
な
事
業
運

営
を
行
う
こ
と
で
そ
の
目
的
を

達
成
し
よ
う
と
す
る
が
、
昨
今

の
電
力
事
情
や
高
騰
す
る
電
気

料
金
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
無

理
な
節
電
の
実
施
が
散
見
さ
れ

る
。
し
か
し
、
効
率
的
な
事
業

推
進
に
必
要
な
の
は
「
無
理
な

節
電
」
で
は
な
く
「
賢
い
省
エ

ネ
」
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
大
前
提
は
電
気
の
安
定

供
給
で
あ
る
。
使
い
た
い
と
き

に
使
え
る
状
態
が
あ
っ
て
こ
そ

「
省
エ
ネ
活
動
」
に
も
取
り
組

め
る
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
テ
ク

ノ
の
事
業
の
根
幹
に
は
「
電
気

設
備
の
保
安
点
検
」
業
務
が
あ

る
。
安
全
な
電
気
を
安
心
し
て

ど
異
常
気
象
の
頻
発
に
も
つ
な

が
っ
た
。
こ
の
10
年
間
で
異
常

気
象
の
犠
牲
と
な
っ
た
死
亡
者

は
37
万
人
超
。
前
の
10
年
を
20

％
上
回
っ
た
。
特
に
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
は
熱
波
。
２
０
０

３
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
２
０
１

０
年
の
ロ
シ
ア
で
多
数
の
犠
牲

者
が
出
た
。
全
世
界
の
熱
波
に

よ
る
死
者
数
は
前
の
10
年
で
６

０
０
０
人
だ
っ
た
が
、
２
０
０

１
年
か
ら
の
10
年
は
13
万
６
０

０
０
人
に
増
加
し
た
。

は
、
最
近
の
40
年
間
に
加
速
し

て
お
り
、
２
０
０
１
年
か
ら
の

10
年
間
も
、
そ
の
前
の
10
年
よ

り
０
・
21
℃
上
が
っ
て
い
る
と

い
う
。

計
学
や
教
育
学
、
情
報
処
理
の
専

門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
活
動

が
環
境
へ
与
え
る
影
響
や
啓
発
貢

献
度
な
ど
も
考
慮
し
て
公
平
な
ポ

イ
ン
ト
を
決
め
た
。
ま
た
学
生
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
携
帯
や

ッ
グ
や
、
学
長
の
似
顔
絵
入
り
煎

餅
、
飴
な
ど
も
あ
る
。

　

一
方
で
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｕ
ポ
イ
ン
ト
の

考
え
方
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
。
三
重
県
亀
山

市
の
あ
る
商
店
街
で
は
、
同
学
の

協
力
を
得
て
、
地
域
の
清
掃
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
得
た
ポ
イ
ン
ト

が
商
店
街
の
買
い
物
に
利
用
で
き

る
仕
組
み
を
試
行
し
て
い
る
。
今

後
は
三
重
大
学
内
で
の
シ
ス
テ
ム

利
用
の
幅
を
さ
ら
に
広
め
、
周
辺

店
舗
な
ど
と
連
携
し
た
ポ
イ
ン
ト

利
用
も
展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。

 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
生
委
員
会
の
活
動

　

委
員
会
で
は
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
近
隣
住
民
と
と
も
に
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
町
屋
海
岸
の
清
掃

を
隔
月
で
実
施
。
地
域
の
環
境
イ

ベ
ン
ト
参
加
や
小
学
校
で
の
環
境

学
習
な
ど
、
積
極
的
に
周
辺
住
民

と
の
交
流
を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
内
で
は
３
Ｒ
活
動
に

も
力
を
入
れ
、
生
協
や
コ
ン
ビ
ニ

で
は
レ
ジ
袋
を
一
切
配
布
し
て
い

な
い
。
以
前
は
年
間
に
20
万
枚
、

約
70
万
円
も
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
た
が
、
今
は
そ
の
費
用
で
エ
コ

バ
ッ
グ
を
制
作
し
、
入
学
式
に
新

省エネ活動でポイント付与のシステムを開発

世界一の環境先進大学へ

【
第
十
一
回
】　

国
立
大
学
法
人 

三
重
大
学

シリーズ

　

三
重
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
伊

勢
湾
や
布
引
山
地
、
鈴
鹿
山
脈
と

い
っ
た
豊
か
な
自
然
が
囲
む
場

所
。
地
域
の
環
境
情
報
発
信
の
拠

点
と
し
て
、
太
陽
光
や
風
力
発
電

な
ど
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
実

証
事
業
や
環
境
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
活
動
の
中
心
は
、
副
学

長
の
朴
恵
淑
さ
ん
と
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

異
常
気
象 

犠
牲
者
37
万
人
超

希
少
種
の
違
法
取
引
、罰
金
１
億
円
に

「
種
の
保
存
法
」を
改
正 

広
告
も
原
則
禁
止

学
生
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
。

　
「
世
界
一
の
環
境
先
進
大
学
」

を
目
指
す
三
重
大
学
。
注
目
は
同

学
が
開
発
し
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｕ
（
ミ

エ
ユ
ー
）
ポ
イ
ン
ト
」。
学
生
や

職
員
の
活
動
を
環
境
改
善
の
数
値

に
換
算
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
削
減
量

５
０
０
㌘
を
１
ポ
イ
ン
ト
に
換
算

し
、
例
え
ば
、
講
義
が
終
わ
っ
た

教
室
の
照
明
を
１
時
間
消
灯
し
た

ら
６
ポ
イ
ン
ト
、
エ
ア
コ
ン
の
オ

フ
に
は
10
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

る
。「
省
エ
ネ
活
動
に
加
え
て
、

地
域
で
の
清
掃
活
動
や
環
境
活
動

に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
提
案
な
ど
も

対
象
で
す
」
と
朴
さ
ん
。

　

環
境
活
動
を
数
値
化
す
る
仕
組

み
づ
く
り
に
は
総
合
大
学
の
強
み

を
生
か
し
た
。
学
内
に
そ
ろ
う
統

eco topicseco topics
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、猛
暑
を
加
速

　

２
０
１
３
年
７
月
、気
象
庁
は「
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
監
視
報
告
（
２
０

１
２
年
）」
を
発
表
し
た
。
政
府
策

定
の
大
綱
に
よ
り
観
測
・
監
視
を
続

け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
解

析
を
ま
と
め
た
も
の
。
２
０
０
４
年

度
か
ら
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
主
要
都

市
の
８
月
の
平
均
気
温
は
１
０
０
年

当
た
り
約
２
〜
２
・
５
℃
の
割
合
で

上
昇
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
地
点

の
上
昇
率
（
同
１
℃
程
度
）
よ
り
大

き
い
。
ま
た
、
関
東
地
方
で
猛
暑
に

な
っ
た
２
０
１
０
年
と
２
０
１
２
年

の
８
月
は
、
高
気
圧
の
影
響
な
ど
自

然
の
天
候
要
因
に
加
え
、
都
市
の
建

築
物
で
風
速
が
弱
め
ら
れ
る
な
ど
の

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
気
温
を

さ
ら
に
押
し
上
げ
て
い
た
こ
と
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
な
ど
で
洪
水
リ
ス
ク
増
大

　

２
０
１
３
年
６
月
、
東
京
大
学
と

東
京
工
業
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
世
界
の
洪
水

リ
ス
ク
の
見
通
し
」
を
発
表
し
た
。

　

温
暖
化
が
進
行
し
た
場
合
、
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
地
域
で
洪

水
の
発
生
頻
度
が
高
く
な
る
と
の
結

果
を
示
し
た
。
洪
水
リ
ス
ク
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
は
減
少
す
る
も
の

の
、
世
界
全
体
で
は
増
加
す
る
。
世

界
で
洪
水
の
予
測
さ
れ
る
地
域
に
住

む
人
口
は
、
現
在
の
気
候
下
で
は
５

６
０
万
人
と
さ
れ
る
が
、
陸
上
の
気

温
が
２
℃
上
が
る
と
約
３
０
０
０
万

人
に
、
４
℃
の
上
昇
で
は
約
６
０
０

０
万
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
膨
れ
あ
が
る

と
推
定
し
て
い
る
。

木
材
利
用
で
ポ
イ
ン
ト
発
行

　

２
０
１
３
年
７
月
、
林
野
庁
は
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
地
域
木
材
の
利

用
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
、

地
域
の
特
産
品
な
ど
と
交
換
で
き
る

制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

対
象
は
「
木
造
住
宅
の
新
築
・
増

築
・
購
入
」「
内
装
・
外
装
の
木
質

化
工
事
」「
木
材
製
品
お
よ
び
木
質

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス
ト
ー
ブ

の
購
入
」。
例
え
ば
、
木
造
住
宅
の

新
築
で
発
行
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
１

棟
当
た
り
30
万
ポ
イ
ン
ト
。
１
ポ
イ

ン
ト
は
１
円
相
当
。
交
換
で
き
る
商

品
に
は
、
地
域
の
農
林
水
産
品
や
商

品
券
な
ど
が
あ
り
、
被
災
地
へ
の
寄

付
に
あ
て
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ
っ
て
、
地
域

材
の
利
用
を
確
保
し
、
森
林
の
適
正

な
整
備
・
保
全
な
ど
を
進
め
る
狙
い
。

降
水
日
数
は
減
少
、大
雨
は
増
加 

気
象
庁
レ
ポ
ー
ト

　

２
０
１
３
年
７
月
、気
象
庁
は「
気

候
変
動
監
視
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
２
」

を
発
表
し
た
。
１
９
９
１
年
か
ら
毎

年
刊
行
し
て
い
る
地
球
温
暖
化
な
ど

の
観
測
・
監
視
結
果
を
と
り
ま
と
め

た
も
の
（
発
刊
当
初
の
名
称
は
「
地

球
温
暖
化
監
視
レ
ポ
ー
ト
」）。「
２

０
１
２
年
の
気
候
」「
気
候
変
動
」「
地

球
環
境
の
変
動
」
の
全
３
章
で
構
成

さ
れ
、
全
文
が
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

　

第
１
章
は
主
に
世
界
と
日
本
の
天

候
に
つ
い
て
。
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し

た
異
常
高
温
な
ど
で
農
作
物
の
育
成

が
悪
化
し
穀
物
価
格
が
世
界
的
に
上

昇
し
た
経
緯
、
北
日
本
か
ら
東
日
本

に
か
け
て
記
録
的
な
高
温
に
な
っ
た

状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
章
は
、
地
球
規
模
で
温
暖
化

が
進
行
し
て
い
る
状
況
の
ほ
か
、
大

雨
の
日
数
が
増
加
し
な
が
ら
も
雨
の

降
る
日
数
自
体
は
減
少
し
て
い
る
日

本
の
気
候
変
動
の
実
態
を
明
か
す
。

　

第
３
章
で
は
、
大
気
と
海
洋
の
双

方
で
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
濃
度

が
増
加
し
て
い
る
現
状
、
そ
れ
に
伴

う
海
洋
の
酸
性
化
に
も
言
及
し
て
い

る
。

環境活動について話す朴さんと環境 ISO学生委員会のメンバー。

入
生
に
配
布
し
て
い
る
。

　

卒
業
生
か
ら
回
収
し
た
電
化
製

品
や
学
内
の
放
置
自
転
車
も
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
が
清
掃
し
、
新
入

生
に
譲
渡
。
学
内
で
使
用
さ
れ
て

い
る
約
20
％
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
は
、
古
紙
を
回
収
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
再
生
し
た
も

の
だ
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
「
こ

う
し
た
活
動
に
参
加
す
る
の
も
Ｍ

Ｉ
Ｅ
Ｕ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
で
、
こ

れ
ま
で
１
万
６
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

も
た
め
ま
し
た
」「
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
が
広
が
れ
ば
環
境
活
動
の
敷

居
も
下
が
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

三
重
（
Ｍ
Ｉ
Ｅ
）
に
「
Ｕ
」
を

加
え
た
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｕ
ポ
イ
ン
ト
。
プ

ラ
ス
し
た
「
Ｕ
」
は
「University

」

と
「yoU

（
が
ん
ば
る
あ
な
た
）」

の
２
つ
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。

活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る

大
学
と
、
一
人
ひ
と
り
の
が
ん
ば

り
が
、
今
「
世
界
一
の
環
境
先
進

大
学
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。

「世界の気候 2001-2010」
国連世界気象機関報告書

　

種
の
保
存
法
で
は
絶
滅
が

危
惧
さ
れ
る
生
物
種
を
「
希

少
野
生
動
植
物
種
」
と
し
て

指
定
し
て
い
る
。
指
定
種
は

原
則
と
し
て
捕
獲
や
取
引
な

ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
後
を

絶
た
な
い
違
法
取
引
や
組
織

的
な
違
反
を
抑
止
す
る
た

め
、
罰
則
を
大
き
く
引
き
上

げ
た
。
こ
れ
ま
で
違
法
な
捕

獲
や
取
引
に
対
し
て
は
「
１

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
あ

っ
た
が
「
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
５
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
」
に
し
、
さ
ら
に
法
人

の
場
合
は
「
１
億
円
以
下
の

罰
金
」
に
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
前
に
も
禁
止

さ
れ
て
い
た
販
売
目
的
の
店

頭
な
ど
で
の
陳
列
に
加
え
、

取
引
前
の
段
階
で
も
規
制
の

対
象
が
広
げ
ら
れ
た
。
チ
ラ

シ
な
ど
紙
媒
体
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
広
告
が
、
文
字

情
報
だ
け
の
場
合
も
含
め
、

原
則
禁
止
に
な
っ
た
。
希
少

種
の
国
際
取
引
を
規
制
す
る

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
成
立
以
前

か
ら
所
有
し
て
い
た
個
体
な

ど
は
登
録
手
続
き
を
す
れ

ば
、
例
外
と
し
て
取
引
が
可

能
だ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
で

も
広
告
に
は
登
録
記
号
番
号

な
ど
の
明
記
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。

　

登
録
の
事
務
手
続
き
も
改

善
さ
れ
た
。
生
き
て
い
る
状

態
か
ら
死
亡
し
て
は
く
製
に

し
た
り
、
持
ち
主
の
住
所
が

変
わ
っ
た
り
と
い
っ
た
内
容

の
変
更
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
は
、
登
録
変
更
に
対
し

て
法
律
上
の
手
続
き
が
規
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
新
た

に
加
え
ら
れ
た
。

　

改
正
法
に
は
国
の
責
務
と

し
て
、「
教
育
活
動
な
ど
に

よ
っ
て
種
の
保
存
に
関
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
内
容
も
追
加
さ

れ
て
い
る
。　

The energy management

に
は
困
難
だ
と
考
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
日
本
テ
ク
ノ

は
、
こ
れ
ま
で
「
運
用
改
善
」

の
提
案
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

電
気
の
見
え
る
化
に
よ
る
現
状

の
把
握
か
ら
無
駄
を
発
見
し
、

そ
こ
か
ら
電
気
の
上
手
な
使
い

方
を
提
案
し
て
き
た
の
だ
。

　

新
会
社
設
立
の
背
景
に
は
、

日
本
テ
ク
ノ
が
推
進
し
て
き
た

こ
の
「
運
用
改
善
」
の
成
果
が

あ
る
。
99
業
種
に
分
類
し
た
業

種
別
の
電
力
利
用
の
集
計
デ
ー

タ
が
あ
り
、
２
０
０
社
を
超
え

る
事
例
集
も
制
作
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
営
業
ス

タ
ッ
フ
が
定
期
的
に
提
供
し
、

ユ
ー
ザ
ー
独
自
の
省
エ
ネ
活
動

ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
。

　
「
運
用
改
善
」
で
「
使
い
方
」

が
見
直
さ
れ
、
次
に
目
が
向
け

ら
れ
た
の
が
「
設
備
自
体
」。

省
エ
ネ
性
能
が
高
い
設
備
へ
の

更
新
、
変
更
、
改
修
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
は
対
応
し
て
い
た
が
、
専
門

性
を
磨
き
上
げ
分
社
化
を
進

め
、
設
立
に
至
っ
た
の
が
日
本

テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。

改正前 改正後

違法捕獲、
違法取引に
対する罰則

１年以下の懲役
または100万
円以下の罰金

５年以下の懲役
または500万
円以下の罰金
（さらに法人の
場合は１億円以
下の罰金）

売買目的な
どでの広告
の規制

店頭などにおけ
る「陳列」を原
則禁止

陳列の禁止に加
え、広告（イン
ターネットな
ど）も原則禁止

登録事務手
続きの変更

登録内容の変更
に対しては、規
定がない

登録の記載内容
に変更があった
場合、手続きが
必要

保護増殖を
実施する動
物園などへ
の措置

認定機関でも譲
り渡しなどには
手続きが必要

認定機関であれ
ば手続きは不要

「種の保存法」主な改正内容 　

２
０
１
３
年
７
月
、
希
少
種
の
違
法
な
捕
獲
や
取
引
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
。先
に
国
会
で
成
立
し
た「
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る

法
律
（
種
の
保
存
法
）」
の
改
正
で
定
め
ら
れ
た
。

ス
マ
ホ
で
の
ポ
イ
ン

ト
登
録
の
仕
組
み
も

取
り
入
れ
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
自
己

申
告
制
で
、
大
学
が

月
ご
と
に
ま
と
め
て

個
人
に
通
知
。
一
度

に
大
量
の
ポ
イ
ン
ト

申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
担
当
者
か
ら
学

生
に
事
実
確
認
す
る

体
制
も
あ
る
。
１
ポ

イ
ン
ト
１
円
で
、
学

内
販
売
の
文
房
具
や

食
料
品
と
交
換
で

き
、
交
換
品
に
は
学

生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/knowledge_34.html
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る
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

お
客
様
の
た
め
、
環
境
の
た
め
に
よ

い
と
思
っ
た
こ
と
は
で
き
る
範
囲
で
す

ぐ
に
実
行
し
て
き
た
。
２
０
０
０
年
代

に
入
り
、
環
境
保
全
が
社
会
的
責
任
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
形
で
貢
献
で
き
る
よ

う
、
主
管
部
署
が
つ
く
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
っ
た
。
特

に
力
を
入
れ
た
の
は
環
境
教
育
だ
。

　

店
長
に
は
研
修
で
、
省
エ
ネ
に
関
す

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
各
店
舗

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
方
法
に
つ

い
て
再
確
認

す
る
と
と
も

に
、
省
エ
ネ

の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
て
い
る
。
店
舗
ス
タ
ッ
フ
に

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
環
境
問
題
、

節
電
や
関
連
法
規
な
ど
を
楽
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
環
境
教
育
ツ
ー
ル

と
し
て
「
ｅ
ｃ
ｏ
モ
ス
通
信
」
を
年
４

回
発
行
し
、環
境
意
識
の
向
上
を
促
す
。

　

そ
し
て
、
店
舗
で
の
環
境
教
育
の
推

進
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
、
２
０
０

５
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
モ
ス
バ
ー

ガ
ー
環
境
大
賞
」。
各
店
舗
・
支
部
独

自
の
取
り
組
み
を
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で

発
表
し
、
よ
い
も
の
は
水
平
展
開
し
て

い
く
。
忙
し
い
店
舗
業
務
中
で
も
実
施

で
き
る
環
境
活
動
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
ど
れ
も
参
考
に
な
る
も
の
ば

か
り
。
２
０
１
２
年
の
第
８
回
で
は
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
省
エ

　

創
業
は
１
９
７
２
年
。
国
内
で
は
１

４
０
０
店
舗
を
超
え
、
海
外
は
ア
ジ
ア

各
国
を
中
心
に
３
０
０
店
舗
以
上
を
展

開
す
る
日
本
生
ま
れ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
「
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
」。
モ

ス
バ
ー
ガ
ー
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
はMountain

（
山
）、Ocean

（
海
）、Sun

（
太
陽
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
。
創
業
者
の

「
自
然
へ
の
限
り
な
い
愛
情
」
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
環
境
活
動
が
育
ま
れ
る

土
壌
が
当
時
か
ら
あ
っ
た
。

　

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
は
創
業
当
時
よ
り
注

文
を
受
け
て
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
商
品

を
つ
く
っ
て
お
り
、
食
材
の
ロ
ス
が
発

生
し
に
く
い
仕
組
み
を
採
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
で
陶
器

な
ど
の
食
器
を
使
っ
て
商
品
を
提
供
す

る
。
お
い
し
い
も
の
を
気
持
ち
の
よ
い

空
間
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
食
べ

て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
考
え
か
ら
始

め
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
店
内
に
お
け

ネ
活
動
や
ト
レ
ー
マ
ッ
ト
の
リ
サ
イ
ク

ル
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み

な
ど
が
受
賞
し
た
。

　

店
舗
で
は
日
々
、
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
の
使
用
量
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
で
報
告
し

て
お
り
、
各
店
舗
が
そ
れ
を
グ
ラ
フ
表

示
し
、「
見
え
る
化
」
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
の
節
電
活
動
に
も
役
立

っ
て
い
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

新
し
い
店
舗
が
で
き
る
と
き
や
既
存

店
の
改
装
時
に
は
、
高
効
率
の
冷
凍
・

冷
蔵
庫
の
設
置
、
省
エ
ネ
効
果
の
高
い

空
調
の
導
入
な
ど
環
境
配
慮
型
の
店
づ

環境活動の土壌は創業当時から

本
部
予
算
で
全
店
舗 

看
板
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

環境活動を推進する企業の物語

第4話　株式会社 モスフードサービス

く
り
を
忘
れ
な
い
。
そ
れ
を
さ
ら
に
進

め
、
２
０
１
２
年
度
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
新
し
い
看
板
を
一
部
の
店
舗
で
実
験

的
に
採
用
し
た
。
従
来
の
看
板
に
比
べ

消
費
電
力
が
約
70
％
低
減
で
き
る
な
ど

の
効
果
を
確
認
し
、
今
後
は
そ
の
新
看

板
を
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
を
含
む
全

店
舗
に
導
入
し
て
い
く
。
し
か
も
交
換

費
用
は
す
べ
て
本
部
が
負
担
す
る
。

　
「
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
な
ら
地
球
環
境
の

こ
と
を
考
え
る
の
は
当
た
り
前
」。
創

業
時
か
ら
あ
っ
た
環
境
活
動
の
土
壌

は
、
全
店
舗
、
全
ス
タ
ッ
フ
の
共
通
認

識
を
育
て
、
同
社
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
財
産
に
成
長
し
て
い
る
。

　

人
口
約
84
万
人
、
大
阪
府
で
は

大
阪
市
に
次
ぐ
第
２
の
都
市
で
あ

る
堺
市
。
仁
徳
天
皇
陵
と
し
て
有

名
な
前
方
後
円
墳
を
は
じ
め
、
多

く
の
史
跡
が
街
に
残
る
。
ま
た
、

古
く
か
ら
自
転
車
産
業
が
盛
ん

で
、「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

　

１
９
５
７
年
か
ら
の
「
堺
臨
海

工
業
造
成
事
業
」
で
は
、
日
本
有

数
の
重
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
た
。
工
業

都
市
と
し
て
繁
栄
す
る
一
方
、
公

害
問
題
も
表
面
化
し
、
１
９
６
８

年
に
は
「
堺
か
ら
公
害
を
な
く
す

市
民
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
以

後
、
行
政
・
市
民
協
働
で
公
害
の

撲
滅
に
努
め
て
き
た
。

　

２
０
０
９
年
、
環
境
先
進
型
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
と
し
て
「
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
製
造
工
場
」
が
、
翌
年

に
は
「
液
晶
パ
ネ
ル
製
造
工
場
」

が
竣
工
し
た
。
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で

は
、
部
材
関
連
メ
ー
カ
ー
を
敷
地

内
に
集
結
さ
せ
た
、
垂
直
統
合
型

生
産
体
制
を
構
築
。
生
産
を
１
カ

所
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
輸

送
を
な
く
し
、
低
炭
素
化
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　

環
境
先
進
型
を
う
た
う
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
取
り
組
み
は
多
数
あ

る
。
統
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
セ
ン

タ
ー
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
設
置
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
効
率
化
。
全
工

場
に
あ
る
約
10
万
台
の
照
明
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
交
換
。
敷
地
内
で
は
、
電

気
自
動
車
、
低
公
害
車
両
、
天
然

ガ
ス
車
両
で
の
物
流
を
推
進
。
さ

ら
に
、
建
築
環
境
の
性
能
を
総
合

的
に
評
価
す
る
制
度
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｅ
Ｅ
大
阪
み
ら
い
」
で
、
該
当
す

る
す
べ
て
の
建
物
が
最
高
の
「
Ｓ

ラ
ン
ク
」
を
取
得
し
て
い
る
。

　

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
経
済
波
及
効

は
一
般
家
庭
約
３
０
０
０
世
帯
の

年
間
電
気
使
用
量
に
相
当
す
る
、

約
１
１
０
０
万
㌔
㍗
時
。
お
よ
そ

７
万
４
０
０
０
枚
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
、
甲
子
園
球
場
５
個
分
相
当

の
約
20
㌶
の
敷
地
に
広
が
っ
て
い

る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
稼
働
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出

削
減
量
は
年
間
約
４
０
０
０
㌧
。

こ
れ
は
、
杉
の
木
28
万
５
０
０
０

本
の
植
樹
に
相
当
す
る
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
あ
た

っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
。
限
ら
れ
た
敷
地
に
、
よ

り
多
く
の
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
た日本最大級のメガソーラー「堺太陽光発電所」。

め
、
パ
ネ
ル
の
傾
斜
角
を
15
度
に

設
定
。
こ
れ
で
パ
ネ
ル
設
置
に
よ

り
出
る
影
の
影
響
は
最
小
限
に
な

り
、
パ
ネ
ル
が
受
け
る
風
圧
も
軽

減
で
き
る
。
結
果
と
し
て
基
礎
コ

ン
ク
リ
ー
ト
量
の
削
減
に
も
つ
な

が
っ
た
。
ま
た
、
地
面
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
パ
ネ
ル
の
荷

重
を
支
え
る
鋼
製
の
架
台
は
使
わ

ず
、
各
パ
ネ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
に
直
接
固
定
し
、
鋼
材
の
大

幅
な
削
減
も
果
た
し
た
。

　

パ
ネ
ル
に
は
同
じ
臨
海
部
に
あ

る
堺
シ
ャ
ー
プ
工
場
「
グ
リ
ー
ン

フ
ロ
ン
ト
堺
」で
製
造
さ
れ
た「
シ

リ
コ
ン
系
薄
膜
型
」
を
採
用
。
結

晶
型
の
パ
ネ
ル
に
比
べ
シ
リ
コ
ン

使
用
量
が
少
な
く
、
製
造
に
使
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
も
少
な
い
。

　

 

そ
し
て
、
面
白
い
仕
掛
け
も

忘
れ
な
い
。
特
定
の
パ
ネ
ル
に
昼

間
は
赤
い
シ
ー
ト
を
、
夜
間
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
、
近
隣
に
位
置
す

る
関
西
国
際
空
港
か
ら
離
発
着
す

る
航
空
機
上
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
の
文
字
が
見
え
る

よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、堺
太
陽
光
発
電
所
か
ら
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
、
文
字
通
り
全
国
へ
発

信
し
て
い
る
。

太陽光発電支える　　コンビナート

大
阪
府
堺
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環境モデル都市

環境モデル都市
二酸化炭素（CO2）排
出を抑えた「低炭素
社会」の実現に向け
て、温室効果ガスの大
幅削減などへの取り組
みを行うモデル都市。
2013年 3月に新たに
7都市が加わり、現在
20 の自治体が政府よ
り選定されている。

Environmental Information

果
は
年
間
約
７
２
２
７
億
円
。
就

業
者
の
多
く
が
堺
市
に
居
住
し
、

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
２
０
０
６
〜
２
０
１
０
年
に

は
、
地
元
の
学
生
ら
を
対
象
に
し

た
施
設
見
学
も
実
施
し
、
環
境
教

育
に
も
一
役
を
買
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
９
月
、
こ
の
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
と
同
じ
堺
市
臨
海
部

で
日
本
最
大
級
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
「
堺
太
陽
光
発
電
所
」
が
運
転

を
開
始
し
た
。
市
の
新
た
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
も
な
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
。関
西
電
力
と
の
共
同
事
業
で
、

発
電
出
力
は
一
万
㌔
㍗
、
発
電
量

report─ on the Eco Spot

　今回のエコブックスは 2冊の書籍
を紹介しよう。1 冊は 2012 年、も
う 1冊はその 50 年前の 1962 年の刊
行。時代は移っても、環境保全を願
う人の気持ちは変わらないことがわ
かる。なお、『沈黙の春』は、本紙
31 号の「環境見聞」で紹介し、多
くの反響があったため、再度このコ
ーナーで取り上げた。

　

Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
ど
の
殺
虫
剤
や
農

薬
と
い
っ
た
人
工
合
成
さ
れ
た

化
学
物
質
が
、
ど
れ
だ
け
自
然

の
生
態
系
や
人
体
に
影
響
を
与

え
る
の
か
。
そ
の
深
刻
な
実
態

を
、
科
学
的
な
研
究
や
調
査
を

も
と
に
ま
と
め
上
げ
た
本
。

　

半
世
紀
前
の
１
９
６
２
年
に

発
表
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
全
米
の

国
民
に
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
ア
メ
リ
カ
政

府
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
全
面
禁
止
な
ど
化

学
物
質
の
規
制
に
本
腰
を
入
れ

る
よ
う
に
な
る
。
現
在
で
は
、

多
く
の
人
が
発
す
る
公
害
問
題

や
環
境
破
壊
に
対
す
る
警
告
の

先
駆
け
と
な
っ
た
書
籍
だ
。

　

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
危
険

性
の
高
い
農
薬
な
ど
の
化
学
物

質
は
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
が

使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。
だ

が
、
著
者
の
指
摘
は
過
去
の
こ

と
と
は
思
え
ぬ
切
迫
感
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
人
類
が
少
し
方

向
を
間
違
う
だ
け
で
、
す
ぐ
に

で
も
半
世
紀
前
の
状
況
と
同
じ

よ
う
な
道
を
選
び
か
ね
な
い
と

わ
か
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
中
で
著
者
は
、「
何

年
と
か
い
う
短
い
時
間
で
は
な

く
何
千
年
と
い
う
時
を
か
け

て
、
生
命
は
環
境
に
適
合
し
、

そ
こ
に
生
命
と
環
境
の
均
衡
が

で
き
て
き
た
。
時0

こ
そ
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
構
成
要
素
な

の
だ
」
と
し
、
自
然
は
「
思
慮

深
く
ゆ
っ
く
り
と
歩
む
」、
人

間
は
「
が
む
し
ゃ
ら
に
先
を
い

そ
ぐ
」
と
言
っ
て
い
る
（
16
〜

17
ペ
ー
ジ
）。

沈黙の春
レイチェル・カーソン 著／青樹簗一 訳

半世紀前に発せられた人類への警告

（新潮文庫　670円＋税）
Rachel Louise Carson（1907-1964）
アメリカの海洋生物学者、作家。
ペンシルベニア州スプリングデー
ルに生まれる。ペンシルベニア女
子大学で動物学を専攻。政府の魚
類・野生生物局で生物学者として
自然科学の研究を行う。

　

辞
書
で
「
飽
和
」
を
引
く
と

「
含
み
も
つ
こ
と
の
で
き
る
最

大
限
度
に
達
し
て
、
そ
れ
以
上

余
地
の
な
い
こ
と
」
と
あ
る
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル『
森
林
飽
和
』

は
つ
ま
り
、
日
本
の
森
林
は
最

大
限
度
に
達
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
環
境
保

全
活
動
が
不
必
要
だ
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、

地
球
温
暖
化
を
疑
問
視
す
る
よ

う
な
正
道
に
異
論
を
唱
え
る
意

見
で
も
な
い
。

　

本
書
が
提
言
し
て
い
る
の

は
、
今
、
日
本
の
国
土
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
正

確
に
理
解
し
、
そ
の
う
え
で
、

温
暖
化
問
題
へ
の
対
応
や
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
の
取
り
組

み
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
呼

び
掛
け
だ
。

　

わ
ず
か
１
０
０
年
ほ
ど
前
は

「
は
げ
山
だ
ら
け
の
日
本
」（
第

２
章
章
題
）
だ
っ
た
。
歴
史
の

中
で
森
が
ど
う
破
壊
さ
れ
、
な

ぜ
そ
の
緑
が
回
復
し
、
現
在
の

「
飽
和
」
に
至
っ
て
い
る
の
か
。

実
証
デ
ー
タ
を
も
と
に
解
説

し
、
今
後
の
指
針
を
示
す
。

　
「
日
本
人
は
半
世
紀
前
ま
で

森
を
頼
り
に
生
き
て
き
た
（
中

略
）
森
の
恵
み
を
ま
っ
た
く
放

棄
し
て
地
下
資
源
に
頼
る
の
は

お
か
し
い
、
か
つ
て
の
森
林
荒

廃
の
時
代
に
戻
る
こ
と
な
く
、

森
林
を
適
切
に
保
全
し
、
利
用

し
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
こ
そ
縄

文
時
代
以
来
の
森
の
民
・
日
本

人
の
伝
統
で
あ
り
使
命
で
は
あ

る
ま
い
か
」（
２
３
３
ペ
ー
ジ
）。

森林飽和　国土の変貌を考える
太田猛彦 著

緑の国・日本で今起こっていること

（ＮＨＫ出版　1,100円＋税）
おおた たけひこ　1941 年、東京
生まれ。東京大学名誉教授、ＦＳ
Ｃジャパン議長。専門は森林環境
学、森林水文学、砂防工学。主な
著書は『森と水と土の本』『水と
土をはぐくむ森』など。ほか共著・
編著など多数。

環 境
先進型

● 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン 

環
境
都

市
探
訪
」
で
は
、
堺
市
編
の
編
集

後
記
を
は
じ
め
、
新
聞
に
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
都
市
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
RL

◎http://econew
s.jp/city/

フランチャイズ店も含め
た全店舗にLED照明の看
板を導入する計画。加盟
店の費用負担は求めずに、
すべて本部予算で賄う。

ほとんどの店舗が陶器
などの食器で商品を提
供。廃棄物の抑制につ
ながっている。

http://econews.jp/newspaper/story/index.html
http://econews.jp/city/chubu_kinki/sakai.html
http://econews.jp/newspaper/books/
http://n-techno-online.com/
http://n-techno-online.com/
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日本テクノ 拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２

受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
d 

／ 

Ｑ
２
：
c 

／ 

Ｑ
３
：
b 

／ 

Ｑ
４
：
a 

静岡・仙台・広島・鹿児島の4営業所を移転

【ダイジェスト版】

でんでん

みと情
報

（2013年 7月10日発行第55号より）

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
が

飼
う
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
吾
輩
が

散
歩
か
ら
戻
る
と
、
親
方
の
ひ
と
り
が
机
に

伏
せ
寝
し
て
い
た
。
昨
日
、東
京
に
出
張
し
、

つ
い
で
に
浜
離
宮
（
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
）
を

見
学
し
て
き
た
親
方
で
あ
る
。
ほ
か
の
親
方

た
ち
に
、
庭
園
の
美
し
さ
を
興
奮
さ
め
や
ら

ぬ
口
調
で
語
っ
て
い
た
。
舞
台
俳
優
顔
負
け

の
ツ
バ
キ
を
飛
ば
し
な
が
ら
の
説
明
が
、
余

計
に
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
ぴ
く

り
と
も
せ
ず
に
眠
っ
て
い
た
。

　

幸
い
ほ
か
の
親
方
た
ち
も
お
ら
ず
、
久
方

ぶ
り
に
静
か
な
夕
刻
で
あ
っ
た
。
吾
輩
も
安

眠
の
と
き
を
楽
し
む
べ
く
、定
位
置
に
つ
き
、

丸
ま
っ
た
。
眠
り
に
つ
く
と
、
不
可
思
議
な

情
景
が
吾
輩
の
夢
に
現
れ
た
。
い
や
、
こ
れ

は
吾
輩
の
夢
で
は
な
い
。
そ
こ
で
伏
せ
寝
し

て
い
る
親
方
の
夢
だ
。
わ
れ
わ
れ
猫
族
は
、

時
折
、
他
人
の
夢
を
共
有
し
て
し
ま
う
因
果

な
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
あ
、

こ
れ
で
安
眠
も
か
な
わ
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。

　

夢
の
中
で
吾
輩
は
、
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜

に
な
っ
て
い
た
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
か
ら
逃

れ
、
軍
艦
開
陽
丸
に
乗
り
、
現
在
の
浜
離
宮

に
あ
る
船
着
き
場
「
将
軍
お
上
り
場
」
で
下

船
し
た
と
こ
ろ
だ
。
そ
こ
で
歴
史
に
あ
る
と

お
り
、
勝
海
舟
を
呼
び
出
し
た
。
そ
こ
に
駆

け
つ
け
て
き
た
勝
海
舟
は
、
伏
せ
寝
し
て
い

る
親
方
だ
っ
た
。

　

勝
海
舟
で
あ
る
親
方
は
、
将
軍
で
あ
る
吾

輩
に
向
か
い
「
こ
の
〝
将
軍
お
上
り
場
〞
は

今
で
も
原
形
を
保
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
よ
。１
５
０
年
以
上
も
た
っ
て
い
る
の
に
、

す
ご
い
で
す
よ
ね
。
私
は
、
昨
日
こ
こ
に
来

て
、
こ
の
目
で
見
た
ん
で
す
か
ら
本
当
で
す

よ
、
上
様
！
」
と
言
っ
た
。

　

吾
輩
は
伝
え
ら
れ
る
歴
史
の
と
お
り
、「
あ

と
は
よ
ろ
し
く
取
り
は
か
ら
え
」と
命
じ
た
。

こ
の
あ
と
勝
の
親
方
は
、
た
ぶ
ん
西
郷
隆
盛

と
会
談
し
江
戸
開
城
に
動
く
の
だ
ろ
う
。

で
ん
で
ん
が
将
軍
慶
喜
!?

浜
離
宮
帰
り
の
親
方
の
夢

日本テクノ協力会・日電協は、全国36拠点のグループで活動中。その１つ水戸グループでは猫の語り口が特徴のオリジナル情報誌『でんでん・みと情報』を継続的に発行

日
電
協
の
活
動
報
告
と
会
員
の
募
集
を
行
う
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.8
1
2
4
9
9
.jp/job/

）。
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
紹
介
し
た
『
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報
』
の
全
文
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

A c t i v e  L i f e

日 電 協

●これから入会される方へ
日本テクノ協力会・日電協は、点検に対する
フォローだけでなく、新しい情報を提供して
もらえるセミナーや技術者同士の懇親会など
も充実しています。この仕事は健康なら何歳
まででもできるし、グループの仲間とお互い
に助け合いながらできるので安心です。いろ
いろな点検団体があると思いますが、ここま
で組織的に協会が運営されているところはな
かなかないと思います。

大阪グループ
2010年 3月入会 福田純治さん

　

最
も
大
き
な
変
更
は
本
体

デ
ザ
イ
ン
。
こ
れ
ま
で
５
・

７
イ
ン
チ
だ
っ
た
画
面
が
７

イ
ン
チ
の
大
き
な
サ
イ
ズ
に

な
っ
た
。
表
示
も
、
モ
ノ
ク

ロ
か
ら
フ
ル
カ
ラ
ー
液
晶
へ

と
変
わ
り
、
解
像
度
は
従
来

の
５
倍
で
き
れ
い
な
見
や
す

い
表
示
に
な
っ
て
い
る
。
液

晶
画
面
を
含
む
パ
ネ
ル
全
体

の
面
積
は
一
回
り
大
き
く
な

っ
た
が
、
厚
み
は
逆
に
約
40

％
（
約
20
ミ
リ
）
薄
く
な
り
、

ス
マ
ー
ト
な
印
象
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

見
た
目
の
変
更
と
同
様

に
、
操
作
性
も
大
き
く
変
わ

っ
た
。
一
番
は
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
。
表

示
画
面
に
直
接
触
れ
な
が

ら
、
電
力
使
用
状
況
の
確
認

や
目
標
数
値
の
設
定
と
い
っ

た
操
作
が
で
き
る
。
パ
ネ
ル

横
に
は
、
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ

が
十
字
型
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
で
、
従
来
の
操
作
に
慣

れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め

て
触
れ
る
人
も
戸
惑
う
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

目
標
数
値
の
設
定
は
、
省

大きな画面でフルカラー、デザイン一新

　

２
０
１
３
年
７
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
、
日
本
テ
ク
ノ
で
は

人
員
増
に
伴
う
ス
ペ
ー
ス
確
保

な
ど
の
た
め
、
４
つ
の
既
存
営

業
所
を
移
転
し
た
。

　

７
月
の
移
転
は
静
岡
営
業

技
術
サ
ー
ビ
ス
部
だ
っ
た
。

　

大
会
を
振
り
返
っ
て
審
査
員
の
池

村
信
二
技
術
本
部
長
代
行
は
「
よ
か

っ
た
の
は
、
緊
張
の
声
が
聞
か
れ
た

こ
と
。
緊
張
し
て
う
ま
く
い
く
人
、

い
か
な
い
人
が
い
る
が
、
緊
張
感
を

持
っ
て
日
々
精
進
し
て
い
け
ば
必
ず

現
場
で
実
践
で
き
る
」
と
話
し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大

会
。
そ
の
趣
旨
は
、
参
加
者
が
日
ご

ろ
行
っ
て
い
る
点
検
業
務
の
あ
り
方

を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

に
戻
っ
て
基
本
の
大
切
さ
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
。
自
分
が
安
全
だ
と
思

い
込
ん
で
い
た
こ
と
が
本
当
に
正
し

い
の
か
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場

が
、
こ
の
保
安
部
安
全
大
会
だ
。
そ

う
し
た
大
会
趣
旨
を
、
閉
会
式
で
阪

口
勇
保
安
本
部
長
が
述
べ
、
大
会
は

終
了
し
た
。

所
。
移
転
先
は
、
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

北
口
に
直
結
し
て
い
る
葵
タ
ワ

ー
14
階
。

　

８
月
は
仙
台
営
業
所
。
Ｊ
Ｒ

仙
台
駅
西
口
の
東
京
建
物
仙
台

ビ
ル
14
階
で
、
地
下
鉄
の
仙
台

駅
か
ら
も
近
い
。

　

９
月
の
移
転
は
広
島
営
業
所

と
鹿
児
島
営
業
所
の
２
カ
所
。

広
島
営
業
所
は
、
Ｊ
Ｒ
広
島
駅

新
幹
線
口
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ
広
島
オ
フ
ィ
ス
棟

の
10
階
。
鹿
児
島
営
業
所
は
鹿

児
島
中
央
駅
前
の
南
国
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
３
階
。
４
つ
の
営
業
所

が
新
た
な
拠
点
で
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
て
い
る
。

 静岡営業所
静岡県静岡市葵区紺屋町17-1 葵タワー14階
TEL 054-653-2622/FAX 054-653-2677
出店日：2013年 7月31日（水）

 仙台営業所
宮城県仙台市青葉区中央１-6-35東京建物仙台ビル14階
TEL 022-217-3901/FAX 022-217-3903
出店日：2013年 8月29日（木）

 広島営業所
広島県広島市東区若草町12-1

アクティブインターシティ広島オフィス棟10階
TEL 082-568-7651/FAX 082-568-7652
出店日：2013年 9月4日（水）

 鹿児島営業所
鹿児島県鹿児島市中央町18-1 南国センタービル3階
TEL 099-812-6900/FAX 099-812-6901
出店日：2013年 9月4日（水）

仙
台
営
業
所
が
移
転
し
た
東
京

建
物
仙
台
ビ
ル
。

鹿
児
島
営
業
所
が
移
転
し
た
南

国
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
。

店 舗 移 転

　

２
０
１
３
年
９
月
11
日
、
日
本
テ
ク
ノ
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
河
村
隆
一
さ
ん
が
、
約
２
年
ぶ
り
の
ソ
ロ

ア
ル
バ
ム
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

河
村
さ
ん
が
音
楽
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
四

半
世
紀
。
人
生
の
半
分
以
上
を
音
楽
と
と
も

に
過
ご
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
形
づ
く
ら
れ

て
い
っ
た
音
楽
観
、
ロ
ッ
ク
観
、
人
生
観
が

す
べ
て
の
曲
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ル
バ
ム
は
以
下
12
曲
を
収
録
。
①
Ｈ
ｏ

ｌｙ 

Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
②
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
③
星
と
翼
と

シ
グ
ナ
ル
④
Ｓ
ｅ
ａ 

ｏ
ｆ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
⑤
七

色
⑥
ト
パ
ー
ズ
の
丘
⑦
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

＆ 

Ｐ
ｅ

ａ
ｃ
ｅ
⑧
永
遠
の
詩
⑨
Ｍｙ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
⑩

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ 

ｙ
ｏ
ｕ 

⑪
ｔ
ｈ
ｅ 

ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ 

〜
未
来
の
風
〜
⑫
女
優
〜
枯
葉
に
落
ち
る
優

し
い
雨

の
よ
う

に
〜
。

　

ア
ル
バ
ム
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
２

曲
目
の
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」
は
日
本
テ
ク
ノ
の
Ｃ

Ｍ
ソ
ン
グ
、
11
曲
目
の
「
ｔ
ｈ
ｅ 

ｅ
ａ
ｒ

ｔ
ｈ 

〜
未
来
の
風
〜
」
は
、
同
社
提
供
の

環
境
情
報
番
組「
省
エ
ネ
の
達
人『
企
業
編
』」

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
。
環
境
活
動
家
と
し
て
も

知
ら
れ
る
河
村
さ
ん
が
、
企
業
の
推
進
す
る

省
エ
ネ
活
動
に
強
い
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

2013年9月11日に発売された約2年ぶり
のアルバム「Life」。写真はCD版ジャケット。
AVCD-38742/B【CD+DVD】3,990円
AVCD-38743【CD】3,150円
※価格はいずれも税込。

サイトでは会員の生の声も紹介。例えば

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
キ
ャ
ッ
チ

省
エ
ネ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

リリース

エ
ネ
活
動
の
成
果
に
応
じ
て

細
か
に
変
更
す
る
場
合
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
上
で
の
テ
ン
キ
ー
入

力
、
グ
ラ
フ
を
見
な
が
ら
の

30
分
単
位
の
入
力
、
各
画
面

で
の
直
接
入
力
な
ど
、
簡
単

に
目
標
の
変
更
操
作
が
で
き

る
よ
う
多
数
の
方
法
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
30
分
前
か
ら

７
日
前
ま
で
の
デ
ー
タ
、
室

温
グ
ラ
フ
、
警
報
履
歴
な
ど

表
示
で
き
る
内
容
も
多
彩
に

な
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
７
月
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
・
ソ
ー

ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
の
研
修
施
設
で
、

保
安
管
理
業
務
の
技
術
や
安
全
性
、

作
業
時
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
競
う
「
第

４
回
保
安
部
安
全
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
大
会
に
参
加
し
た
の
は
、
日

本
テ
ク
ノ
保
安
部
全
６
課
お
よ
び
技

術
サ
ー
ビ
ス
部
の
計
７
チ
ー
ム
（
各

チ
ー
ム
は
３
名
１
組
で
編
成
）。

　

参
加
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
審

査
員
ら
の
前
で
、
実
習
設
備
を
使
い

与
え
ら
れ
た
課
題
を
こ
な
す
。
実
地

の
点
検
業
務
や
顧
客
応
対
な
ど
作
業

の
準
備
か
ら
後
片
づ
け
ま
で
す
べ
て

が
審
査
の
対
象
だ
。
大
会
成
績
は
、

優
勝
が
保
安
部
第
３
課
、
準
優
勝
が

日本テクノ ＣＭソング、「省エネの達人『企業編』」テーマソング収録

「
Ｌ
ｉ
ｆｅ
」

河村隆一　 ニューアルバムさ
ん

保安部安全大会では、３名１組で編成された全７チームの参加者が、審査員を前
に点検業務などの与えられた課題をこなしていった。

競い合って安全性を向上
第
４
回 

保
安
部
安
全
大
会
開
催

研 修 行 事

各営業所の移転先および出店日

SMARTMETER ＥＲＩＡ

見やすい表示で便利な機能

SMARTMETER ＥＲＩＡ（スマート
メーター エリア）の操作モニタが
新しくなった。デザインが一新さ
れ、操作性が格段に向上した省エ
ネ活動の頼もしい味方。新ＥＲＩＡ
の特徴を紹介していこう。

顔の表情

数　値

パーセンテージや警告

30 分前から最大 7日前までの使用
状況をグラフで表示できる

新 商 品

い
ろ
い
ろ
な
表
示
が
で
き
る
電
力
の
使
用
状
況

グ
ラ
フ
で
チ
ェ
ッ
ク

目
標
設
定
も
簡
単

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

簡
単
入
力

http://www.eria.jp/
http://www.eria.jp/
http://econews.jp/newspaper/denden/denden_34.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140528.html
http://www.nt-e.jp/


（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１３年 （平成２５年） 秋季　【季刊】

東京・神田駿河台 ◎ 川庄ビル

　

東
京
・
神
田
駿
河
台
に
あ
る

川
庄
ビ
ル
。
Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅

か
ら
徒
歩
３
分
、
地
下
鉄
の
新

御
茶
ノ
水
駅
出
口
は
通
り
を
挟

ん
だ
目
の
前
で
、
ほ
か
に
小
川

町
駅
や
淡
路
町
駅
か
ら
も
数
分

の
距
離
。
ア
ク
セ
ス
の
い
い
オ

フ
ィ
ス
街
の
角
地
に
建
つ
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
だ
。
地
上
６
階
、
地

下
１
階
の
う
ち
５
階
と
６
階
を

オ
ー
ナ
ー
の
星
野
圭
亮
さ
ん
が

自
宅
と
し
て
使
用
。
そ
れ
以
外

は
、
歯
科
医
院
、
飲
食
店
、
花

屋
の
店
舗
が
入
居
し
て
い
る
。

　

以
前
か
ら
日
本
テ
ク
ノ
の
電

気
設
備
保
安
点
検
サ
ー
ビ
ス

は
、
利
用
し
て
い
た
。
そ
こ
に

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
加
え
た
の
は

昨
年
６
月
。
き
っ
か
け
は
、
飛

び
込
み
営
業
の
他
業
者
が
子
メ

ー
タ
ー
交
換
工
事
の
見
積
を
提

出
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
各
テ
ナ

ン
ト
の
電
気
使
用
量
を
計
測
す

る
子
メ
ー
タ
ー
に
は
有
効
期
限

が
あ
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
た
も
の

は
法
律
で
請
求
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
見
越
し
た
売
り

込
み
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導

入
す
れ
ば
、
子
メ
ー
タ
ー
は
最

新
の
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
に
入

れ
替
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

各
テ
ナ
ン
ト
へ
の
電
気
料
金
の

請
求
管
理
業
務
も
代
行
し
て
も

導入は料金計算が複雑になる直前
子メーター交換のタイミングにも合致

静岡県伊東市 ◎ 株式会社 市川製茶工場

陽
電
池
容
量
が
25
㌔
㍗
で
年
間

想
定
発
電
量
は
約
２
万
５
０
０

０
㌔
㍗
時
。
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
も
あ
り
、
費
用
は
約
９

年
で
回
収
で
き
る
見
込
み
だ
。

取
締
役
の
岩
崎
好
宏
さ
ん
は

「
も
ち
ろ
ん
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

も
望
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
発

電
量
が
楽
し
み
」と
期
待
す
る
。

　

ま
た
同
社
は
照
明
の
設
備
改

善
も
進
め
て
い
る
。
工
場
と
店

舗
は
大
半
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
入
れ
替

え
た
。
消
費
電
力
は
３
分
の
１

ほ
ど
に
低
減
。
そ
れ
で
も
店
内

は
格
段
に
明
る
く
な
り
、
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
眺
め
る
来
店
客

の
反
応
も
い
い
。
入
れ
替
え
費

用
も
消
費
電
力
の
削
減
に
よ
り

約
５
年
で
回
収
で
き
る
予
定

だ
。
照
明
設
備
の
改
善
や
人
が

取
り
組
む
省
エ
ネ
活
動
で
、
同

社
の
消
費
電
力
は
大
幅
に
削
減

で
き
て
い
る
。

　
「
小
さ
な
企
業
で
も
、
設
備

改
善
や
太
陽
光
発
電
の
導
入
に

よ
っ
て
、
確
実
に
環
境
保
全
へ

の
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
取
り
組
み
を
今

後
も
積
極
的
に
進
め
、
仲
間
の

会
社
な
ど
へ
も
広
め
て
い
き
た

い
」
と
自
ら
の
意
志
を
確
か
め

る
よ
う
に
話
し
た
市
川
さ
ん
。

さ
ら
に
言
葉
を
続
け
「
将
来
的

に
は
蓄
電
池
が
も
っ
と
身
近
に

な
っ
て
、
ふ
だ
ん
使
う
電
気
を

太
陽
光
発
電
で
す
べ
て
賄
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す

ね
」
と
技
術
の
進
歩
に
も
期
待

を
寄
せ
た
。

　

２
０
１
３
年
６
月
、
静
岡
県

伊
東
市
に
あ
る
株
式
会
社 

市

川
製
茶
工
場
の
吉
田
店
に
日

※

本

テ
ク
ノ
の
提
案
す
る
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。

　

気
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い

茶
の
製
造
販
売
を
行
う
企
業
。

「
最
近
は
茶
摘
み
の
時
期
も

年
々
早
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
２

週
間
も
早
か
っ
た
」
と
代
表
取

締
役
の
市
川
正
樹
さ
ん
も
気
候

の
変
化
に
敏
感
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
省
エ
ネ
な
ど
の
環
境
活
動
に

は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
太
陽

光
発
電
に
も
興
味
を
持
っ
た
。

　
「
こ
の
地
域
は
温
泉
を
使
っ

た
地
熱
や
風
力
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
早

く
、
環
境
意
識
が
高
い
土
地
柄

で
す
。
当
社
が
太
陽
光
発
電
を

導
入
し
た
の
は
自
然
の
流
れ
で

し
た
」
と
常
務
取
締
役
の
寺
岸

信
吾
さ
ん
は
話
す
。

　

電
気
の
保
安
点
検
を
依
頼
し

て
い
る
日
本
テ
ク
ノ
に
相
談
す

る
と
、パ
ネ
ル
や
想
定
発
電
量
、

導
入
ま
で
の
詳
し
い
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の
丁
寧
な
対
応
と
、

こ
れ
ま
で
の
信
頼
関
係
か
ら
日

本
テ
ク
ノ
に
す
べ
て
任
せ
た
。

　

導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
太

株式会社 市川製茶工場の吉田店屋上に設置された太陽光パネル。
左下の囲み内は、左から代表取締役の市川正樹さん、常務取締役の
寺岸信吾さん、取締役の岩崎好宏さん。

太陽光発電を導入した吉田店の店内。伊
豆特有の「ぐり茶」の販売を行っている。

星野圭亮さん

ら
え
る
。

　

今
ま
で
自
ら
子
メ
ー
タ
ー
を

検
針
し
、
各
テ
ナ
ン
ト
の
電
気

料
金
を
計
算
し
て
い
た
星
野
さ

ん
は
、「
そ
の
時
期
は
、
ち
ょ

う
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
始

ま
る
前
で
し
た
。
制
度
が
始
ま

る
と
賦
課
金
を
電
気
料
金
に
上

乗
せ
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

う
な
る
と
計
算
も
複
雑
に
な
っ

て
手
間
が
増
え
、
テ
ナ
ン
ト
さ

ん
に
は
値
上
が
り
の
理
由
を
説

明
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
不
安
が
あ
っ
た
だ
け

に
、
ち
ょ
う
ど
い
い
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
電
気
料
金
の
計

算
方
法
は
、
ビ
ル
が
で
き
た
当

初
に
建
設
業
者
か
ら
教
え
ら
れ

た
や
り
方
だ
っ
た
。
そ
の
た
め

テ
ナ
ン
ト
側
か
ら
専
門
的
な
質

問
を
出
さ
れ
た
ら
、
納
得
で
き

る
回
答
が
示
せ
る
か
ど
う
か
気

掛
か
り
だ
っ
た
。
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
は
、
そ
ん
な
ビ
ル
経
営
の
気

苦
労
も
取
り
払
っ
て
く
れ
た
。

作
業
終
了
後
、
緩
衝
材
を

か
ぶ
せ
て
熱
を
逃
が
さ
な

い
よ
う
に
し
た
。

　

番
組
内
で
、
ヒ
ー
タ
ー

を
止
め
て
10
時
間
経
過
し

た
２
つ
の
液
体
槽
を
使
い

検
証
し
た
と
こ
ろ
、
緩
衝

材
を
か
ぶ
せ
た
液
体
の
温

度
は
36
℃
、
緩
衝
材
な
し

で
は
23
℃
と
13
℃
の
違
い

が
あ
っ
た
。
こ
の
ひ
と
工

夫
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
ヒ
ー
タ
ー
の
稼
働

時
間
は
１
日
約
30
分
短
縮

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
乾
燥
機
か

ら
出
る
風
量
を
検
証
し
、

製
品
に
影
響
の
出
な
い
範

囲
で
弱
め
に
設
定
す
る
な

ど
、
細
か
な
省
エ
ネ
活
動

を
重
ね
た
結
果
、
電
気
使

用
量
の
14
％
削
減
に
つ
な

が
っ
た
。

「スリーケ 株式会社」
ヒーター稼働一日30分の削減！ 緩衝材の保温効果を検証しました

【第 142回】2013 年 3月20日放送分
　

配
送
時
の
梱
包
な
ど
に

使
わ
れ
る
緩
衝
材
を
用
い

て
、
簡
単
な
ひ
と
工
夫
で

大
き
な
省
エ
ネ
効
果
を
生

み
出
し
て
い
る
の
が
埼
玉

県
上
尾
市
の
ス
リ
ー
ケ 

株

式
会
社
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

の
表
面
処
理
を
す
る
ア
ル

マ
イ
ト
加
工
の
工
場
だ
。

　

加
工
工
程
に
は
、
ヒ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
約
50
℃
に

温
め
た
液
体
が
必
要
に
な

る
が
、
こ
の
液
体
槽
に
、

小さなひと工夫で大きく削減

に
投
入
で
き
る
バ
ネ
の
数

は
増
や
せ
る
が
、
そ
れ
だ

け
電
気
炉
内
の
熱
を
下
げ

て
し
ま
う
。
バ
ネ
の
強
度

を
上
げ
る
た
め
に
は
３
８

０
℃
で
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
、温
度
が
下
が
れ
ば
、

自
動
的
に
ヒ
ー
タ
ー
の
稼

働
が
上
が
り
、
そ
の
分
、

消
費
電
力
も
増
え
る
。

　

こ
れ
を
バ
ネ
を
寝
か
せ

て
置
く
よ
う
に
す
れ
ば
、

投
入
量
は
減
る
が
、
炉
内

の
温
度
の
低
下
は
抑
え
ら

れ
る
の
で
、
電
力
消
費
の

大
き
い
ヒ
ー
タ
ー
の
負
荷

が
減
ら
せ
る
。
こ
れ
に
よ

り
電
気
炉
全
体
の
稼
働
時

間
が
増
え
て
も
、
電
力
使

用
量
は
削
減
で
き
る
。
同

社
で
は
、
契
約
電
力
を
約

21
％
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

「株式会社 三協スプリング製作所」
バネを寝かして省エネに !?　380℃の温度を保つひと工夫

【第 154回】2013 年 6月12日放送分
　

電
気
炉
に
投
入
す
る
金

属
バ
ネ
を
、
立
て
て
並
べ

る
の
で
は
な
く
「
寝
か
せ

て
並
べ
る
」
と
い
う
少
し

の
工
夫
で
、
ヒ
ー
タ
ー
に

か
か
る
負
荷
を
大
幅
に
軽

減
で
き
た
企
業
が
あ
る
。

自
動
車
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
各
種
バ
ネ
を
製
造

す
る
大
阪
府
大
阪
市
の
株

式
会
社 

三
協
ス
プ
リ
ン

グ
製
作
所
だ
。

　

立
て
て
並
べ
る
と
一
度

電気炉で投入数を調整

　

そ
の
常
識
に
疑
問
の
目

を
向
け
、
１
時
間
の
空
運

転
を
不
要
に
す
る
加
工
法

を
考
案
し
た
の
が
、
京
都

府
京
都
市
の
株
式
会
社 

坂
製
作
所
。

　

例
え
ば
金
属
に
穴
を
開

け
る
加
工
で
は
、
空
運
転

な
し
の
工
作
機
で
、
ま
ず

小
さ
く
仮
加
工
を
す
る
。

そ
こ
で
、
小
さ
な
穴
の
位

置
を
計
測
し
、
誤
差
が
あ

れ
ば
、
機
械
の
設
定
を
調

整
し
直
し
て
か
ら
、
本
加

工
に
移
る
。
こ
れ
で
、
空

運
転
で
の
消
費
電
力
は
削

減
で
き
、
不
良
品
発
生
率

も
低
下
し
た
。

　

同
社
で
は
こ
の
ほ
か
エ

ア
コ
ン
の
設
定
温
度
や
照

明
の
見
直
し
を
行
っ
て
電

気
使
用
量
７
％
の
削
減
に

成
功
し
て
い
る
。

「株式会社 坂製作所」
加工機の空運転を廃止 伝統を打ち破る省エネ技！

【第 160回】2013 年 7月24日放送分
　

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
部

品
な
ど
精
密
加
工
が
必
要

な
現
場
で
は
、
実
際
の
作

業
に
入
る
前
に
１
時
間
程

度
、
工
作
機
械
を
空
運
転

さ
せ
る
の
が
常
識
だ
っ

た
。
外
気
温
の
影
響
で
ズ

レ
が
生
じ
る
わ
ず
か
な
機

械
の
誤
動
作
を
排
除
す
る

た
め
だ
。
精
密
加
工
の
世

界
で
は
、
０
・
０
０
５
ミ

リ
以
上
の
ズ
レ
は
許
さ
れ

な
い
。

習慣の見直しで省エネ

　ここで紹介しているエコノウハウは、BSジャパ
ン（テレビ東京系 -BS デジタル 7ch）にて放映中
の番組「省エネの達人『企業編』」内で紹介され
たもの（放送回数と放送日は記事内に記載）。毎
週水曜夜 9時 54 分から 5分間の環境情報番組だ。
　また番組バックナンバーを再生できるウェブサ
イトもあり、左記の URL にアクセスすれば誰でも
無料で過去の放映分を閲覧することができる。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

太陽光発電の導入は自然の流れ
環境の影響を受けやすい茶葉を扱う企業の使命

技術者をたずねて技術者をたずねて

太陽光発電導入事例太陽光発電導入事例

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

ネ
に
結
び
つ
け
た
。

　

同
社
は
工
事
車
両
や
ス

キ
ー
場
の
圧
雪
車
な
ど
特

殊
車
両
の
修
理
を
行
う
企

業
。
以
前
は
扱
う
車
両
で

部
署
を
分
け
て
い
た
。
そ

の
体
制
で
は
、
例
え
ば
圧

雪
車
は
11
月
に
繁
忙
期
を

迎
え
る
な
ど
、
時
期
に
よ

り
部
署
ご
と
の
仕
事
量
が

ば
ら
つ
い
て
い
た
。
あ
る

部
署
で
残
業
が
続
き
、
そ

れ
が
落
ち
着
い
て
も
、
次

は
別
の
部
署
が
残
業
。
当

然
、
工
場
全
体
の
年
間
稼

働
時
間
は
長
く
な
る
。

　

そ
こ
で
組
織
体
制
を
見

直
し
た
。
各
ス
タ
ッ
フ
の

仕
事
量
を
平
準
化
し
、
残

業
を
軽
減
、
工
場
の
稼
働

時
間
を
削
減
で
き
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
分
の
電
気

使
用
量
も
削
減
さ
れ
た
。

「株式会社 キムラ」
自動車整備工場の省エネ術 凸凹を直して作業効率アップ！

【第 161回】2013 年 7月31日放送分
　

省
エ
ネ
と
い
え
ば
、
電

気
を
使
用
す
る
機
器
に
対

し
、運
用
を
見
直
し
た
り
、

高
効
率
の
機
器
に
入
れ
替

え
た
り
と
い
っ
た
活
動
が

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
だ
が

山
梨
県
甲
府
市
に
あ
る
株

式
会
社 

キ
ム
ラ
は
電
気

機
器
に
対
す
る
直
接
の
取

り
組
み
で
は
な
く
、
企
業

内
の
組
織
体
制
の
見
直
し

で
、
電
気
使
用
量
約
33
％

削
減
と
い
う
大
き
な
省
エ

組織体制の見直しで効率アップ

企業と電気をつなぐ「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ 日本テクノ協力会・日電協 静岡01グループ ◎ 星崎薫夫さん

清水港振興グループ課長の櫻田
聖二さん（右）と。

て
、
お
客
様
に
納
得

し
て
設
備
改
修
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
星
崎
さ

ん
。

　

星
崎
さ
ん
が
保
安

管
理
を
担
当
す
る
事

業
所
の
一
つ
、
清
水
日
の
出
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
で
、
清
水
港

振
興
グ
ル
ー
プ
課
長
の
櫻
田
聖
二

さ
ん
は
こ
う
評
価
す
る
。「
星
崎

さ
ん
は
、
電
気
管
理
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
。
設
備
の
改
修
工
事

が
必
要
な
場
合
は
、
予
算
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
関
連
部
署
へ
説

明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
私
も
一
定
の
理
解
が
必
要
で

す
。
そ
の
事
情
も
考
慮
し
て
、
電

気
に
関
し
て
素
人
の
私
に
も
図
面

な
ど
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
く
れ
ま
す
。
お
互
い
の
立

場
を
尊
重
し
協
力
し
合
え
る
、
ま

さ
に
ウ
ィ
ン
‐
ウ
ィ
ン
の
関
係

で
す
」。

　

経
年
劣
化
な
ど
設
備
の
改
修
に

伴
う
費
用
は
、
ど
の
事
業
所
に
と

っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
そ

の
業
務
を
円
滑
に
行
う
に
は
双
方

の
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
な
い
。
電

気
を
安
全
に
安
心
し
て
使
っ
て
も

ら
う
と
い
う
信
念
の
も
と
、
星
崎

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
顧
客
の
立

場
に
た
っ
た
点
検
業
務
を
続
け
て

い
く
。

　
「
お
客
様
の
立
場
に
た
っ
た
点

検
業
務
と
報
告
を
行
い
、
決
し
て

自
己
満
足
に
な
ら
な
い
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。
電
気
設
備
の
状
況

を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
は
じ
め
て
点
検
に
意

味
が
生
ま
れ
ま
す
」
そ
う
話
す
の

は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協 

静
岡
01
グ
ル
ー
プ
の
星
崎
薫

夫
さ
ん
。
以
前
は
、
大
手
通
信
企

業
で
勤
務
し
て
お
り
、
電
話
設
備

な
ど
の
点
検
・
管
理
業
務
を
行
っ

て
い
た
。
２
０
０
１
年
４
月
に
協

力
会
・
日
電
協
へ
入
会
、
日
本
テ

ク
ノ
の
成
長
期
か
ら
静
岡
エ
リ
ア

の
電
気
保
安
を
支
え
て
き
た
。

　
「
事
業
所
の
電
源
を
す
べ
て
落

と
し
て
行
う
年
次
点
検
に
比
べ
、

隔
月
点
検
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
点
検 

時
は
、
計
測
器
の
値
の
ほ
か
、
日

本
テ
ク
ノ
の
遠
隔
監
視
装
置
〝
Ｅ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
〞
に
蓄
積
さ
れ
る
数

値
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
内
の
ト
ラ
ン
ス
温
度
や

漏
電
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
す
る

こ
と
で
、
点
検
の
な
い
約
２
カ
月

間
に
何
が
あ
っ
た
か
、
そ
こ
か
ら

多
く
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
判

断
材
料
を
で
き
る
限
り
増
や
し

多くの数値を確認し、判断材料にしていく

「お客様の理解を得ることが本当の点検です」

※太陽光発電・設備改善を中心としたサービスは、2013年 7月より日本テクノから日本テクノエンジへ移管された。

http://www.812499.jp/job/report/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130320.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130612.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130724.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20130731.html
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
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http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
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※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

38kW7kW
　

北
海
道
砂
川
市
内
の
有
志

か
ら
出
資
を
募
り
、
１
９
８

６
年
に
建
設
さ
れ
た
砂
川
パ

ー
ク
ホ
テ
ル
。
市
内
関
係
者

の
会
合
や
結
婚
式
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

る
地
域
の
憩
い
の
場
で
も
あ

る
。宴
会
場
は
大
小
８
部
屋
、

客
室
は
24
部
屋
あ
る
。

　

北
海
道
の
冬
は
厳
し
く
、

２
０
１
０
年
の
冬
に
は
電
気

代
が
月
間
１
０
０
万
円
を
超

え
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
全
従
業
員
の
省
エ
ネ

意
識
が
芽
生
え
た
。
だ
が
、

ど
ん
な
対
策
が
効
果
的
な
の

か
わ
か
ら
な
い
。
省
エ
ネ
の

方
法
を
模
索
す
る
中
、
２
０

１
２
年
８
月
に
日
本
テ
ク
ノ

の
提
案
す
る
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を

も
効
果
的
な
の
は
宴
会
場
の

空
調
管
理
だ
。
電
気
の
「
見

え
る
化
」
に
よ
っ
て
、
マ
イ

ナ
ス
10
℃
以
下
の
寒
さ
で
は

一
度
冷
え
た
宴
会
場
を
暖
め

る
の
に
相
当
な
電
力
が
必
要

だ
と
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
寒

さ
の
厳
し
い
日
は
、
朝
か
ら

低
め
の
温
度
設
定
で
空
調
を

稼
働
し
て
お
き
、
宴
会
開
始

時
に
１
〜
２
℃
上
げ
る
。
食

事
が
進
む
と
、
半
分
の
空
調

を
消
す
。
そ
れ
で
も
会
場
で

に
ぎ
わ
う
人
の
体
温
で
室
温

は
維
持
さ
れ
る
。
そ
う
し
た

工
夫
で
ピ
ー
ク
電
力
は
大
き

く
削
減
で
き
た
。

マ
イ
ナ
ス
10
℃
以
下
の
寒
さ
に
も

「
見
え
る
化
」が
導
い
た
対
策
で

ピ
ー
ク
電
力
を
削
減

北海道砂川市東 2 条北 3丁目1-1
TEL　0125（52）3989
URL　http://sunapark.co.jp/
設立●1986年 8月
従業員数● 45名
事業内容●大小宴会、レストラン、宿泊業

株
式
会
社
ア
メ
ニ
テ
ィ
開
発　

砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、福島、群馬、神奈川、石川、愛知、京都、福岡の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

導
入
し
た
。

　

導
入
後
、
総
務
の
藤
田
諄

さ
ん
は
勉
強
会
を
開
き
、
電

気
料
金
の
仕
組
み
や
省
エ
ネ

方
針
な
ど
を
共
有
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
は
フ
ロ
ン
ト
の
カ
ウ
ン
タ

ー
下
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
フ
ロ
ン
ト
と
事
務

所
の
間
の
通
路
、
全
員
が
目

に
し
や
す
い
場
所
に
設
置
し

た
。
電
気
の
使
い
過
ぎ
を
示

す
赤
い
表
示
に
な
る
と
無
駄

な
空
調
や
照
明
を
全
員
で
消

す
ル
ー
ル
を
決
め
た
。

　

や
が
て
警
告
の
赤
色
を
表

示
さ
せ
な
い
よ
う
事
前
の
工

夫
も
な
さ
れ
て
い
く
。
中
で

美郷館

横浜三育小学校辻村外科病院シニアハウス おおごう

砂川パークホテル

グリーンクレスト

眞成生コンクリート

ヒガシヤマ

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

株式会社アメニティ開発　砂川パークホテル

総務の藤田諄さん。

31.5%26.6% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　
「
こ
の
１
年
で
約
１
６
０

万
円
（
４
工
場
合
計
）
の
電

気
料
金
が
削
減
で
き
た
の
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り

従
業
員
が
本
気
で
省
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
く
れ
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
話
す
の
は

株
式
会
社
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
の
代

表
取
締
役
・
東
山
裕
一
さ
ん
。

石
川
県
金
沢
市
に
第
１
か
ら

第
４
ま
で
の
工
場
を
構
え
、

機
械
部
品
の
製
造
、
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
や
医
療
関
連
部
品

の
製
造
な
ど
を
手
掛
け
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
省

エ
ネ
や
環
境
問
題
を
強
く
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
同
社

は
、
２
０
１
２
年
春
か
ら
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

国
内
規
格
の
一
つ
「
エ
コ
ス

テ
ー
ジ
」
の
認
証
取
得
に
向

け
活
動
を
始
め
た
。
４
工
場

す
べ
て
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入

し
た
の
も
、
そ
の
年
の
夏
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

も
４
台
設
置
し
た
。

　

導
入
直
後
に
各
工
場
の
主

要
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
省

エ
ネ
活
動
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
う
場
を
持
っ
た
。
以

前
の
省
エ
ネ
と
い
え
ば
、
工

場
の
水
銀
灯
を
省
電
力
タ
イ

プ
の
照
明
に
交
換
す
る
な
ど

会
社
主
導
の
設
備
改
善
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
そ
こ
で
東

山
さ
ん
は
、
今
後
は
従
業
員

一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
っ

た
省
エ
ネ
活
動
が
必
要
と
説

い
た
。
最
初
は
戸
惑
う
メ
ン

バ
ー
も
い
た
が
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
回
を
重
ね
る
ご
と
に

意
識
は
変
化
し
て
い
く
。
各

工
場
で
対
応
手
順
を
決
め
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
持
ち
寄
る
。
手
順
も
成

果
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
が
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
関

係
に
進
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
て
２
０
１
３
年
２

月
、
エ
コ
ス
テ
ー
ジ
の
認
証

を
取
得
。
省
エ
ネ
対
策
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
毎
週
月
曜

日
に
実
施
す
る
エ
コ
ス
テ
ー

ジ
委
員
会
へ
と
発
展
し
た
。

会
社
主
導
の
省
エ
ネ
か
ら

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
の
活
動
へ

エ
コ
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
も
後
押
し

石川県金沢市福増町南41-6
TEL 076（240）8782
URL　http://www.co-higashiyama.jp/
設立●1964年 12月
従業員数●30名
事業内容●精密金属加工

株
式
会
社 

ヒ
ガ
シ
ヤ
マ

株式会社 ヒガシヤマ

（2008年1月～12月 2012年1月～12月）（2011年3月～翌年2月 2012年3月～翌年2月）

（2011年 2012年）

　

群
馬
県
吾
妻
郡
の
「
た
ん

げ
温
泉 

美
郷
館
」
は
秘
湯

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
温
泉

旅
館
。
全
18
客
室
の
館
内
に

は
料
亭
や
80
名
収
容
の
宴
会

場
、
木
彫
り
の
工
芸
品
を
展

示
し
た
木
工
館
も
あ
る
。
宿

泊
客
の
７
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
る
評
判
の
宿
だ
。

　

年
間
の
電
力
使
用
量
が
最

も
多
い
の
は
寒
さ
厳
し
い
冬

場
。
特
に
年
末
年
始
の
繁
忙

期
の
電
気
代
に
、
館
主
の
高

山
弘
武
さ
ん
は
頭
を
悩
ま
せ

て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
「
同

業
者
の
集
ま
り
で
、
電
気
の

使
用
状
況
が
見
え
る
日
本
テ

ク
ノ
の
シ
ス
テ
ム
を
知
っ

た
」。
す
ぐ
に
問
い
合
わ
せ

を
し
、
２
０
１
２
年
３
月
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
。

　

導
入
と
と
も
に
省
エ
ネ
活

動
を
開
始
。
未
使
用
時
も
す

べ
て
電
気
が
つ
い
て
い
た
複

数
台
の
配
膳
用
冷
蔵
庫
、
宿

泊
客
が
い
な
い
と
き
も
つ
い

て
い
た
ト
イ
レ
の
暖
房
便

座
、
テ
レ
ビ
の
主
電
源
、
そ

れ
ら
は
徹
底
し
て
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
く
こ
と
に
し
た
。

　
「
た
だ
し
、
お
客
様
の
快

適
さ
を
損
な
う
節
電
は
で
き

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
使
用
量
削

減
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
考

え
た
高
山
さ
ん
は
、
契
約
電

力
の
削
減
に
目
を
向
け
る
。

　

美
郷
館
で
は
割
安
な
深
夜

電
力
（
22
〜
翌
８
時
）
を
使

い
、
源
泉
か
ら
の
温
泉
を
３

台
の
温
水
器
で
沸
か
し
て
い

る
。
だ
が
22
〜
23
時
と
朝
６

〜
７
時
は
、
宿
泊
客
の
多
く

が
入
浴
を
楽
し
む
た
め
、
脱

衣
所
の
空
調
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
電
力
使
用
が
重
な
る
。

単
価
は
割
安
で
も
使
用
量
が

過
大
な
ら
デ
マ
ン
ド
は
上
が

り
、契
約
電
力
は
高
く
な
る
。

　

そ
こ
で
深
夜
の
デ
マ
ン
ド

に
注
意
し
、
警
報
が
鳴
れ
ば

温
水
器
の
稼
働
台
数
を
減
ら

し
、
時
間
を
ず
ら
し
て
沸
か

す
よ
う
に
し
た
。
そ
う
し
た

工
夫
が
奏
功
し
、
契
約
電
力

は
47
㌔
㍗
削
減
で
き
た
。

快
適
さ
を
損
な
わ
ず

深
夜
電
力
の
工
夫
で

契
約
電
力
削
減
に
成
功

群馬県吾妻郡中之条町大字上沢渡1521-2
TEL　0279（66）2100
URL　http://www.misatokan.com/
設立●1991年10月
従業員数●15名
事業内容●温泉旅館

たんげ温泉 美郷館

た
ん
げ
温
泉 

美
郷
館

　

１
９
６
８
年
開
業
の
医
療

法
人
明
和
会 

辻
村
外
科
病

院
は
、
外
科
・
整
形
外
科
を

中
心
と
し
た
１
２
０
床
の
総

合
病
院
。
愛
知
県
刈
谷
市
北

部
の
地
域
医
療
の
拠
点
と
し

て
町
の
発
展
に
も
貢
献
し
、

環
境
活
動
に
も
熱
心
で
太
陽

光
発
電
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
も
採
用
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

１
１
年
６
月
。
院
長
の
辻
村

享
さ
ん
が
「
電
気
の
使
用
状

況
を
視
覚
化
し
、
病
院
一
丸

と
な
っ
て
省
エ
ネ
に
取
り
組

み
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と

き
、
日
本
テ
ク
ノ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
電
気
の
「
見
え
る

化
」
を
知
る
。
導
入
の
き
っ

か
け
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
で
電
力
使
用
の
傾

向
を
調
べ
る
と
、
デ
マ
ン
ド

の
ピ
ー
ク
は
毎
朝
９
時
30
分

前
後
だ
と
わ
か
っ
た
。
ナ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
警
報
が

鳴
る
と
、
ま
ず
そ
の
場
で
無

駄
な
空
調
・
照
明
の
確
認
を

し
、
同
時
に
各
フ
ロ
ア
に
内

線
を
入
れ
る
。
外
来
、入
院
、

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
と
フ
ロ
ア
ご

と
に
利
用
時
間
や
状
況
が
異

な
る
中
で
、
各
フ
ロ
ア
の
担

当
者
が
対
策
に
あ
た
る
。

　

例
え
ば
外
来
フ
ロ
ア
で
の

デ
マ
ン
ド
対
策
は
、
７
室
あ

る
診
察
室
で
の
空
調
・
照
明

の
時
間
差
起
動
。
外
来
は
９

時
か
ら
だ
が
、
診
療
科
ご
と

多
少
の
時
間
差
が
あ
る
た

め
、
各
部
屋
で
診
察
開
始
時

間
に
合
わ
せ
た
立
ち
上
げ
を

徹
底
し
た
。
こ
れ
で
自
然
に

時
間
差
起
動
が
で
き
た
。

　

各
人
が
デ
マ
ン
ド
を
気
に

し
て
活
動
を
進
め
る
と
、
波

及
効
果
も
現
れ
た
。
更
衣
室

や
ト
イ
レ
な
ど
の
空
調
は
、

こ
れ
ま
で
シ
フ
ト
の
異
な
る

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
、
つ
け

た
ま
ま
に
し
て
い
た
が
、
い

つ
の
間
に
か
誰
か
が
消
す
よ

う
に
な
っ
た
。
細
か
な
部
分

に
ま
で
省
エ
ネ
意
識
が
拡
大

し
た
よ
う
だ
。

デ
マン
ド
ピ
ー
ク
の
対
策
が

細
か
な
活
動
の
引
き
金
に

拡
大
す
る
意
識
の
向
上

愛知県刈谷市井ケ谷町桜島 20-1
TEL　0566（36）5200
URL　http://tsujimurageka-hp.com/
設立●1968 年10月
従業員数●168名
事業内容●総合病院

医療法人明和会 辻村外科病院

医
療
法
人
明
和
会 

辻
村
外
科
病
院

45kW21kW 削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

14.8%9.2% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

（2010年7月～12月 2011年7月～12月）（2011年6月～翌年5月 2012年6月～翌年5月）

（2011年 2012年）（2010年 2013年）

　

学
校
法
人
三
育
学
院 

横

浜
三
育
小
学
校
は
児
童
数
93

名
、
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ

る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
基
本

と
す
る
小
学
校
。
１
ク
ラ
ス

定
員
20
名
の
少
人
数
制
で
、

１
年
生
か
ら
の
英
語
学
習
や

奉
仕
の
心
を
育
む
労
作
教
育

な
ど
「
知
・
徳
・
体
」
調
和

の
と
れ
た
児
童
の
成
長
を
目

指
し
て
い
る
。

　

職
員
室
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ

タ
が
設
置
さ
れ
た
の
は
２
０

１
１
年
１
月
。
学
校
長
の
落

合
均
さ
ん
は
導
入
の
決
め
手

を
こ
う
話
す
。「
ほ
か
の
企

業
か
ら
も
案
内
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
に
表
情

が
出
る
シ
ス
テ
ム
は
特
に
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。
す
で
に

導
入
し
て
い
た
系
列
の
学
校

で
は
、
児
童
の
環
境
教
育
に

活
用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

た
ん
で
す
」。

　

同
校
の
デ
マ
ン
ド
は
通
常

40
㌔
㍗
前
後
だ
が
65
〜
70
㌔

㍗
ま
で
上
が
っ
て
し
ま
う
と

き
が
あ
る
。
こ
の
20
㌔
㍗
超

の
差
を
削
減
し
よ
う
と
、
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
前
か
ら
空
調
の

立
ち
上
げ
を
ず
ら
す
な
ど
の

工
夫
は
し
て
い
た
。
だ
が
数

値
は
下
が
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
導
入
後
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
警
報
が
空
調
を
つ
け
て

い
な
い
時
間
帯
に
鳴
っ
た
。

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で

使
用
量
を
確
認
す
る
と
、
チ

ャ
ペ
ル
と
体
育
館
の
同
時
使

用
が
原
因
だ
と
わ
か
っ
た
。

　

チ
ャ
ペ
ル
は
２
０
０
㍗
の

電
球
が
18
灯
、
体
育
館
は
水

銀
灯
が
18
灯
設
置
さ
れ
て
い

る
。
ピ
ー
ク
の
要
因
は
空
調

で
は
な
く
照
明
だ
っ
た
。
そ

こ
で
体
育
館
の
照
明
は
列
ご

と
に
使
用
、
チ
ャ
ペ
ル
の
照

明
は
用
途
に
合
わ
せ
て
調
整

（
以
前
は
常
時
最
大
の
照
度

だ
っ
た
）
な
ど
ル
ー
ル
を
つ

く
り
、
デ
マ
ン
ド
抑
制
に
取

り
組
ん
だ
。
や
が
て
ピ
ー
ク

は
下
が
っ
て
い
っ
た
。「
見

え
る
化
」
が
効
率
的
な
対
策

を
示
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

ピ
ー
ク
要
因
は
照
明
だ
っ
た
…

「
見
え
る
化
」で
わ
か
っ
た

正
し
い
省
エ
ネ
対
策

神奈川県横浜市旭区上川井町1985
TEL　045（921）0447
URL　http://www.yokohama-san-iku.ed.jp/
設立●1957年 4月
職員数●11名
事業内容●小学校

学校法人三育学院 横浜三育小学校

学
校
法
人
三
育
学
院 

横
浜
三
育
小
学
校

28kW 削
減

契約
電力

23.4%削減電　力
使用量
（2011年4月～翌年3月 2012年4月～翌年3月）

（2011年 2013年）

警
報
で
始
め
た
見
回
り
確
認

一
人
の
行
動
が
広
が
り

通
常
時
に
も
省
エ
ネ
活
動

　

福
岡
県
北
九
州
市
に
あ
る

「
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス 

お
お
ご
う
」

は
、
運
営
母
体
の
大
郷
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
併
設
さ
れ
て

い
る
複
合
型
社
会
福
祉
施

設
。
市
民
に
憩
い
の
場
を
提

供
し
、
地
域
の
健
康
と
福
祉

を
支
え
て
い
る
。
１
階
は
地

域
交
流
の
場
と
し
て
誰
も
が

利
用
で
き
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
レ

ス
ト
ラ
ン
、
２
階
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
３
階
と

４
階
は
住
宅
型
有
料
老
人
ホ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
複
合
型
施
設
で
省
エ

ネ
活
動
を
統
括
す
る
の
は
、

大
郷
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務

長
補
佐
の
吉
田
亨
さ
ん
。
日

本
テ
ク
ノ
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
２
０
１
２
年
７
月
、
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ

吉
田
さ
ん
は
、
そ
の
活
動
は

警
報
時
だ
け
で
な
く
通
常
時

も
実
施
す
る
べ
き
と
気
づ

く
。
そ
の
後
、
時
間
の
許
す

限
り
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ

て
見
回
り
を
続
け
た
。

　

や
が
て
吉
田
さ
ん
の
行
動

は
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
の
意
識

に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
警

報
の
な
い
通
常
時
で
も
、
自

主
的
に
居
室
の
見
回
り
確
認

を
す
る
職
員
が
増
え
て
い
っ

た
の
だ
。
そ
の
取
り
組
み
は

入
居
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
に
も
役
立

ち
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

福岡県北九州市小倉北区真鶴1-4-11
TEL　093（592）7050
URL　http://www.myclinic.ne.jp/ohgoclin/pc/free3.html
設立● 2010年 5月
従業員数●40名
事業内容●老人ホームほか

シニアハウス おおごう

9kW 削
減

契約
電力

シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス 

お
お
ご
う

9.3% 削
減

電　力
使用量

校長の落合均さん。

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し
た
。
モ

ニ
タ
の
表
情
や
時
計
の
色

で
、
電
気
の
使
用
状
況
が
タ

イ
ム
リ
ー
に
確
認
で
き
る
の

は
、
有
効
な
省
エ
ネ
に
つ
な

が
る
と
判
断
し
た
か
ら
だ
。

　

導
入
後
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警

報
が
鳴
る
と
、
無
駄
な
電
気

を
消
す
の
に
加
え
、
３
階
と

４
階
の
ス
タ
ッ
フ
は
居
室
の

見
回
り
を
す
る
。
入
居
者
が

照
明
を
消
し
忘
れ
て
外
出
し

て
し
ま
っ
た
部
屋
が
な
い
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
だ
。

吉
田
さ
ん
も
自
ら
確
認
作
業

に
加
わ
る
。

　

一
度
、
確
認
作
業
を
し
た

（2011年8月～翌年6月 2012年8月～翌年6月）

（2012年 2013年）

（2011年 2012年）

電
力
使
用
状
況
を
丹
念
に
チ
ェッ
ク

省
エ
ネ
が
難
し
い
現
場
で

確
実
な
結
果
を
出
し
た
取
り
組
み

京都府宇治市槇島町目川110-1
TEL　0774（22）4580
設立●1973年 8月
従業員数●10名
事業内容●生コンクリート製造

株式会社 眞成生コンクリート

株
式
会
社 

眞
成
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
確
認
し

た
電
力
使
用
の
ピ
ー
ク
は
、

朝
７
時
か
ら
９
時
の
生
産
・

出
荷
時
。
そ
こ
で
日
本
テ
ク

ノ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

と
に
、
機
器
の
立
ち
上
げ
時

間
を
10
分
ほ
ど
ず
ら
す
よ
う

調
整
。
す
る
と
、
デ
マ
ン
ド

ピ
ー
ク
は
下
が
り
、
事
務
所

な
ど
で
空
調
を
稼
働
さ
せ
る

夏
場
も
、
目
標
値
の
２
０
０

㌔
㍗
を
超
え
ず
に
維
持
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
を
続
け

た
髙
橋
さ
ん
は
「
夜
間
や
休

日
の
電
力
使
用
量
が
高
く
、

確
認
す
る
と
、
ポ
ン
プ
の
待

機
電
力
だ
と
気
づ
い
た
」。

汚
水
処
理
施
設
の
洗
浄
用
ポ

ン
プ
と
屋
外
循
環
用
ポ
ン
プ

が
、
業
務
終
了
後
も
電
源
が

つ
い
た
ま
ま
常
に
稼
働
し
て

い
た
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
予
定
時
刻
に
ポ
ン
プ
の

電
源
を
入
切
で
き
る
よ
う
新

た
に
タ
イ
マ
ー
を
設
置
。
夜

間
の
待
機
電
力
は
、
従
来
の

約
半
分
に
当
た
る
13
㌔
㍗
ま

　

設
立
は
１
９
７
３
年
、
京

都
府
宇
治
市
に
本
社
工
場
を

構
え
る
株
式
会
社 

眞
成
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
２
０
１
０

年
７
月
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入

後
、
２
０
１
１
年
６
月
に
髙

橋
健
一
さ
ん
が
工
場
長
に
就

任
し
た
。
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
製
造
は
、
生
産
か
ら
納
品

ま
で
に
多
数
の
制
約
が
あ

り
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対

応
す
る
た
め
省
エ
ネ
が
難
し

い
と
さ
れ
る
現
場
だ
。

　

そ
れ
で
も
髙
橋
さ
ん
は
電

力
の
使
用
状
況
を
徹
底
し
て

分
析
し
、
次
々
と
対
策
を
打

ち
出
し
て
い
っ
た
。
デ
マ
ン

で
減
少
で
き
た
。
ま
た
、
そ

の
数
値
が
目
安
に
も
な
り
、

13
㌔
㍗
か
ら
上
下
す
る
と
、

何
か
し
ら
の
消
し
忘
れ
や
異

常
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
削

減
で
き
た
契
約
電
力
は
21
㌔

㍗
、
電
力
使
用
量
は
９
・
２

％
に
な
っ
た
。

本
社
工
場
の
外
観
。

工
場
内
の
様
子
。

工場長の髙橋健一さん。 院長の辻村享さん。

館主の高山弘武さん。

　

福
島
県
田
村
市
の
株
式
会

社 

グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト
は
、

百
貨
店
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
を
主
要
取
引
先
と
す
る
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ブ
ラ
ウ
ス
の

縫
製
工
場
。
生
地
の
裁
断
、

縫
製
、
加
工
、
仕
上
ま
で
一

貫
体
制
で
一
日
６
０
０
〜
７

０
０
着
の
生
産
が
可
能
だ
。

　

他
社
の
評
判
を
聞
き
、
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た
の
は
２

０
１
０
年
12
月
。
そ
の
時
期

は
、
繁
忙
期
だ
が
デ
マ
ン
ド

は
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
ア

イ
ロ
ン
や
プ
レ
ス
の
熱
で
工

場
内
は
暖
か
く
、
空
調
使
用

が
短
時
間
で
す
む
た
め
だ
。

工
場
長
の
吉
田
清
さ
ん
は

「
問
題
は
夏
場
。
だ
か
ら
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
当
初
か
ら
対

策
の
必
要
性
を
感
じ
、
ま
ず

は
無
駄
を
省
く
こ
と
か
ら
始

め
た
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

以
前
は
、
朝
出
社
し
た
社

員
が
す
ぐ
大
型
プ
レ
ス
機
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
未
使
用

時
も
電
源
が
入
っ
た
ま
ま
だ

っ
た
。
そ
れ
を
必
要
に
応
じ

て
入
切
す
る
よ
う
に
し
た
。

ト
イ
レ
や
休
憩
室
の
照
明

も
、こ
ま
め
な
消
灯
を
徹
底
。

工
場
内
の
照
明
は
作
業
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
蛍
光
灯
を

間
引
き
、
日
が
差
す
事
務
所

は
半
数
に
減
ら
し
た
。

　

同
時
に
吉
田
さ
ん
は
、
毎

月
２
回
の
全
体
朝
礼
な
ど
を

利
用
し
、
電
気
料
金
の
仕
組

み
や
活
動
の
効
果
な
ど
を
全

社
員
に
向
け
て
話
し
、
情
報

共
有
に
努
め
た
。
す
る
と
、

社
員
の
意
識
は
高
ま
り
、
電

気
だ
け
で
な
く
、
節
水
に
も

関
心
が
向
け
ら
れ
、
水
道
料

金
も
削
減
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

導
入
か
ら
半
年
、
夏
場
を

迎
え
た
同
社
。
デ
マ
ン
ド
の

警
報
は
鳴
り
始
め
た
が
、
あ

ら
か
じ
め
周
知
し
た
手
順
ど

お
り
、
一
部
の
大
型
業
務
用

空
調
を
一
時
的
に
止
め
る
な

ど
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
で
乗
り

切
っ
た
。
成
果
は
23
㌔
㍗
の

削
減
。
社
内
に
省
エ
ネ
意
識

が
し
っ
か
り
根
づ
い
た
。

デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
に
向
け
て

半
年
前
か
ら
準
備

し
っ
か
り
根
づ
い
た
省
エ
ネ
意
識

福島県田村市滝根町神俣字五林平198
TEL　0247（78）2782
設立●1982 年 4月
従業員数●77名
事業内容●ワイシャツ製造・卸

株式会社 グリーンクレスト

株
式
会
社 

グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト

事務長補佐の吉田亨さん。

代表取締役の東山裕一さん。

23kW 47kW削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

（2011年 2012年） （2011年 2012年）

工場長の吉田清さん。

辻
村
外
科
病
院
の
外
観
。

た
ん
げ
温
泉 

美
郷
館
の
外
観
。

http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.org/
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見
た
者
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
と
い
う

「
座
敷
わ
ら
し
」
の
目
撃
談
が
ス
タ
ッ

フ
の
間
で
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
る

南
海
部
品
仙
台
店
。
仙
台
新
港
か
ら
約

１
㌔
㍍
に
あ
る
バ
イ
ク
部
品
の
販
売
店

だ
。
川
村
宏
昭
さ
ん
が
社
長
を
務
め
る

株
式
会
社 

光
輝
が
運
営
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
の
揺
れ

で
店
内
す
べ
て
の
棚
が
倒
れ
、
そ
の
後

の
津
波
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
窓
が
破
ら

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
が
海
水
に
浸
っ

た
。
川
村
さ
ん
が
書
き
た
め
て
い
た
パ

ー
ツ
表
も
同
じ
だ
っ
た
。
自
ら
が
使
用

し
、
そ
の
部
品
の
特
徴
を
詳
細
に
記
し

た
貴
重
な
リ
ス
ト
。
失
っ
た
シ
ョ
ッ
ク

は
大
き
か
っ
た
。
た
だ
幸
い
な
こ
と
に

海
側
に
あ
る
ビ
ー
ル
工
場
が
直
接
の
波

を
受
け
、建
物
は
流
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
。

　

震
災
当
日
は
、
来
店
客
も
い
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
適
切
な
誘
導
に
よ
り
一
人

の
負
傷
者
も
出
さ
ず
避
難
で
き
た
。
し

か
し
、
川
村
さ
ん
は
、
翌
日
の
泥
に
ま

み
れ
た
店
内
を
見
て「
も
う
や
め
よ
う
」

と
絶
望
し
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
川
村
さ
ん
に
再
出
発
を
決
意

さ
せ
た
の
は
、
片
づ
け
を
し
て
い
る
と

き
に
パ
ー
ツ
を
購
入
す
る
た
め
に
訪
れ

た
来
店
客
ら
の
姿
や
、
そ
の
励
ま
し
の

声
だ
っ
た
。「
バ
イ
ク
の
パ
ー
ツ
は
、

こ
の
店
じ
ゃ
な
い
と
」
と
、
青
森
、
秋

田
、
山
形
、
福
島
と
い
っ
た
遠
方
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
れ
る
。
大
阪

の
本
部
か
ら
も
、
常
時
７
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
手
伝
い
に
き
て
く
れ
た
。
心
配
し

て
い
た
資
金
繰
り
も
、
銀
行
を
何
行
か

回
り
は
し
た
が
、早
々
に
完
了
で
き
た
。

そ
う
な
る
と
「
も
う
や
る
し
か
な
い
と

い
う
思
い
で
し
た
」。

　

震
災
か
ら
３
カ
月
足
ら
ず
の
２
０
１

「笑顔と上機嫌が幸せを呼び込むんです」
社長の川村宏昭さん。

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
今さら聞くのも恥ずかしいけれど、実はよく知らない……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えていくこのコーナー。今回は、環境問題の解決
には欠かせないエネルギーについて。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の
用語を募集しています。ご応募は日本テクノ
「河村隆一のエコスタディ」係まで。環境用
語と連絡先を明記のうえハガキにてご送付く
ださい。環境市場新聞ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

第三十四回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ ─ 13 ─
　
「
私
は
こ
の
仕
事
を
す
る

だ
け
の
給
料
を
も
ら
っ
て
い

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
給
料
分
の

仕
事
だ
け
し
て
い
ま
す
。
当

然
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
損

し
ま
す
か
ら
」
│
│
あ
る
企

業
に
中
途
入
社
し
た
杉
村
さ

ん
と
い
う
若
手
社
員
の
研
修

の
感
想
文
の
一
部
だ
。

　

確
か
に
資
本
主
義
経
済
で

は
、
労
働
に
見
合
っ
た
対
価

と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

れ
で
一
つ
の
説
得
材
料
に
は

な
る
。
そ
れ
に
、
人
間
の
遺

伝
子
に
は
個
体
維
持
の
た
め

に
利
己
的
な
心
が
備
わ
っ
て

い
る
。杉
村
さ
ん
に
限
ら
ず
、

口
に
は
出
さ
な
く
と
も
給
料

分
だ
け
の
仕
事
し
か
し
た
く

な
い
、
ま
た
は
し
な
い
と
い

う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
人
は
、
で
き
る
だ
け

楽
な
仕
事
、
少
し
の
仕
事
を

す
る
こ
と
で
、 
給
料
分
以
上

の
仕
事
を
す
る
人
よ
り
得
を

し
た
と
考
え
る
の
だ
。だ
が
、

そ
う
考
え
る
と
結
果
は
ど
う

な
る
だ
ろ
う
？

　

杉
村
さ
ん
は
、
前
職
を
リ

ス
ト
ラ
で
解
雇
さ
れ
た
と
感

想
文
に
書
い
て
い
た
。
そ
の

一
因
に
は
、
杉
村
さ
ん
の
仕

事
観
も
影
響
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

杉
村
さ
ん
が
給
料
増
加
を

考
え
る
な
ら
、
給
料
分
以
上

の
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
。
そ

う
す
れ
ば
、
必
ず
企
業
人
と

し
て
高
い
評
価
を
得
ら
れ
、

仕
事
の
能
力
も
高
ま
る
。
そ

の
結
果
、
今
ま
で
よ
り
高
い

地
位
や
多
く
の
収
入
を
得
ら

れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

　

現
代
は
顧
客
満
足
、
顧
客

感
動
を
追
求
す
る
時
代
だ
。

得
る
前
に
与
え
る
こ
と
だ
。

　

人
間
の
遺
伝
子
に
は
、
他

人
の
た
め
に
自
分
を
犠
牲
に

し
よ
う
と
す
る
利
他
の
心
も

あ
る
。
そ
の
心
に
磨
き
を
か

け
る
こ
と
だ
。
あ
な
た
の
企

業
人
と
し
て
の
評
価
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
他
人
が
決

め
て
い
る
。
あ
な
た
を
昇
進

さ
せ
る
の
も
他
人
、
昇
給
さ

せ
る
の
も
他
人
。
他
人
に
認

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
な
た
が
願
望
を
つ
か
む
第

一
歩
で
も
あ
る
。
他
人
か
ら

認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
利

他
の
心
が
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
。
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
か
は
、
あ
な
た

も
次
の
こ
と
を
実
験
し
て
み

る
と
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
「
今
後
６
カ
月
の
間
は
金

銭
報
酬
を
ま
っ
た
く
期
待
せ

ず
、
受
け
取
ら
ず
、
毎
日
少

な
く
と
も
誰
か
一
人
の
役
に

立
つ
こ
と
を
す
る
」

（
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ヒ
ル
）

願
望
を
か
な
え
る
第
一
歩
は

利
他
の
心
を
磨
く
こ
と

１
年
６
月
４
日
、
南
海
部
品
仙
台
店
は

プ
レ
オ
ー
プ
ン
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。

　

川
村
さ
ん
は
そ
の
日
を
「
本
当
に
大

勢
の
お
客
様
に
来
店
い
た
だ
き
ま
し

た
。
電
気
が
な
く
日
没
前
ま
で
パ
ー
ツ

を
一
つ
ひ
と
つ
磨
い
た
こ
と
や
、
水
が

出
ず
に
泥
の
か
き
出
し
し
か
で
き
な
か

っ
た
こ
と
、
そ
ん
な
苦
労
も
吹
き
飛
ぶ

ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

多
く
の
災
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
川

村
さ
ん
は
、「
笑
顔
と
上
機
嫌
が
幸
せ

を
呼
び
込
む
」
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

そ
ん
な
社
長
が
経
営
す
る
店
だ
か
ら
、

座
敷
わ
ら
し
も
住
み
着
く
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。

「
も
う
や
め
よ
う
」か
ら
の
再
出
発
を
支
え
た
も
の株式会社 光輝が経営する南海部品仙台店。

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

17Scene
テクノユーザー

復興への歩み

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
33
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

2013 年 3 月につくば市など
7都市が追加選定され合計 20
になった先進的な環境活動を
行う都市を何という？

a
b
c
d

地産地消都市

環境先進シティ

研究学園都市

環境モデル都市

Question
1

地下に蓄えられている高温高
圧の熱水を利用して発電する
方法を何という？

a
b
c
d

原子力発電

太陽光発電

地熱発電

バイオマス発電

Question
2

深海底に沈んだクジラの遺骸
には魚類や細菌類などさまざ
まな海洋生物が集まる。この
現象を何という？

a
b
c
d

深海生物群集

鯨骨生物群集

生物多様性群集

寄生生物群集

Question
3

環境や人の健康に悪影響を及
ぼす残留性有機汚染物質を規
制する国際条約。POPs 条約
とも呼ばれるものは？

a
b
c
d

ストックホルム条約

生物多様性条約

気候変動枠組条約

ワシントン条約

Question
4

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

特製 エコカレンダープレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、日本テクノ特製エコカレンダー
をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ、下記あて先までご郵送ください。また、環境市場新聞ウェブ
サイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応募
フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2013 年 12 月 27 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【環境市場新聞ウェブサイト】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  ○○○○○ョウ発表の天気
予報。

②  ごはんはとれたての新○○。
③  CO2はオンシ○○○○ガス。
④  ニュートンもひらめいた秋
の果物、○○ゴ。

⑥  夕日が○○ダイ色に染まった。
⑧  デマンドは、使った電気の
ピ○○で決まる。

⑨  リーンリーンと鳴く○○ムシ。

●ヨコのカギ●
②  お神輿かついで、ソイヤ、
ソイヤ、ピーヒョロロ。

⑤  細く切った油揚げとニンジ
ンをからめた煮物が定番、
キリボ○○○○○。

⑦  お祭りの掛け声は、「ワッ
シ○○」。

⑧  サ○○○の一番の見どころ
は空中ブランコ。

⑩  地球の表層部分のこと。

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て
い

き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
つ
の
文
字
を

組
み
合
わ
せ
〝
エ
コ
〞
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
電
気
を
つ
く
る
と
き

利
用
す
る
ダ
ム
や
水
車
。

　作物が元気に実る収穫の季節。おばあちゃんの家の柿の木にも、
たくさんの実がなりました。「柿が赤くなると、医者が青くなる」
ということわざもあり、柿はとても栄養価の高い食品です。ビタ
ミン Cやカリウムを多く含む甘柿は風邪予防や美肌効果などがあ
るといわれます。また干し柿も、ビタミン Cは減りますが、干す
ことで甘みが強まり、βカロテンの含有量も多くなります。日持
ちがして栄養価の高い干し柿は、昔は保存食として重宝されてい
ました。旬の食材を残さずいただくエコな食品なんですね。
　柿だけでなく林檎や、梨、イチジクなど、干すことで一味違っ
たおいしさを楽しめるものはたくさんあります。みなさんも一度
試してみてはいかがですか。

●スーパーで買ったネギも、根は捨てず
に庭に植えると1年中食べられます。

●暖房中は、蛍光灯の上につけてあるフ
ァンを回して上にたまっている暖気を
循環させています。

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記ウェブサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

　　　　　　　　
　湿ってしまったお
茶はクッキングホイ
ルの上に乗せて、ト
ースターで炒ると香ばしいお茶がい
ただけます。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 （大阪府・みちこさん）
　　　　　　　　　　　　　　　　

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
調
べ
て
い
た
ら
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
高
度
化
法
」

と
い
う
法
律
に
、
そ
の
定
義
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。「
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
永
続
的
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
」
と
あ
り
ま
す
。

　

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料

を
使
わ
な
い
も
の
が
「
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
で
、
そ
の
う
ち
「
永

続
的
に
利
用
で
き
る
」
の
が
、
法

律
上
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

境
負
荷
も
少
な
い
。
そ
れ
が
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
す
。

　

今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

環
境
問
題
を
解
決
す
る
立
役
者
の

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
設
備
の
値
段
が
高
い
、
日
照

時
間
な
ど
自
然
状
況
に
左
右
さ
れ

る
、
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
そ
ん
な
課
題
を
克
服

す
る
た
め
、
新
た
な
制
度
に
よ
る

取
り
組
み
や
技
術
の
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

に
な
る
よ
う
で
す
。具
体
的
に
は
、

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

太
陽
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
。
ち

な
み
に
原
子
力
は
「
非
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
で
す
が
、
ウ
ラ
ン
な
ど

限
り
あ
る
資
源
を
利
用
す
る
点
で

「
永
続
的
」
と
は
い
え
ず
、
こ
こ

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

化
石
燃
料
や
原
子
力
の
よ
う
に

い
つ
か
は
な
く
な
る
資
源
を
使
う

の
で
は
な
く
、
自
然
環
境
の
中
に

半
永
久
的
に
あ
り
、
人
間
が
利
用

し
て
も
常
に
再
生
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
し
か
も
、
温
室
効
果
ガ
ス

や
核
廃
棄
物
の
排
出
と
い
っ
た
環

写
真
は
２
０
１
３
年
版
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
賞
品
は
現
在
制
作
中

の
２
０
１
４
年
版
に
な
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
電
気
を
つ
く
る
と
き
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